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午前１０時００分 開議

○議長（馬場騎一君） 定足数に達しており

ますので、２日目の本会議を開きます。

議事に入る前に、去る１１月２９日設置さ

れました予算審査特別委員会及び条例等審査

特別委員会の２特別委員会の委員長、副委員

長の互選の結果を報告します。

予算審査特別委員会委員長小比類巻正規委

員、副委員長加澤明委員、条例等審査特別委

員会委員長堀光雄委員、副委員長天間勝則委

員とそれぞれ決しました。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第２号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

○議長（馬場騎一君） 日程第１ 市政に対

する一般質問を行います。

お手元に配付しております一般質問一覧表

のとおり進めます。

５番鈴木重正議員の登壇を願います。

○５番（鈴木重正君） おはようございま

す。

至誠会の鈴木重正です。通告に従いまし

て、一般質問をいたします。

はじめに、三沢市総合振興計画前期基本計

画の重点プランに関してお伺いいたします。

一昨年、平成２０年度から２９年度までの

１０カ年を計画期間として、１０年後の三沢

市の都市像、目指すべき姿の実現に向けた新

たな行動指針となる三沢市総合振興計画が策

定されました。

この総合振興計画は、「人とまち みんな

で創る 国際文化都市」と定めた基本理念

と、目指すべきまちの姿である「健康で助け

合うまちづくり」「環境と共生し安心できる

まちづくり」「豊かな心と体を育むまちづく

り」「働き暮らせるまちづくり」「生活に便

利なまちづくり」「健全で開かれたまちづく

り」の六つの基本方針から成る基本構想と、

基本構想に基づき、分野ごとに目指す姿、役

割分担、施策等を定めた基本計画から構成さ

れております。

現在、平成２０年度から２４年度までを計

画期間とする前期基本計画が定められ、特

に、当市が直面する課題や市民ニーズを踏ま

え、前期基本計画期間内に重点的に取り組む

三つのプランとして、活力ある産業とまちな

かの再生を目指して、活力のびやかプラン、

健やかな市民生活と教育の充実を目指して、

市民すこやかプラン、持続可能な公共サービ

スと地域協働の実現を目指して、公共サービ

スしなやかプランを重点プランとし、基本理

念である「人とまち みんなで創る 国際文

化都市」の実現に向けて、着実な推進を図る

こととされております。

総合振興計画前期基本計画については、主

要な事業に対する実施計画を毎年度策定し、

行政評価システムを通じて、適切な進行管理

を図っていくこととされており、この前期基

本計画の進捗状況について、昨年の第４回定

例会において質問したところ、主要な３９３

事業のうち、平成２０年度及び２１年度にお

いて、実施または実施予定の事業が３８０事

業、このうち重点プランに位置づけられてい

る７２事業については、６７事業が２１年度

末までに、実施または実施予定である旨の答

弁でございました。

それから１年がたち、前期基本計画の３年

目、中間年度を迎え、また、種市市長、１期

目の任期も来年６月には満了となるところで

あります。

目指すべき姿の実現に向けて、前期基本計

画に基づく施策・事業を着実に推し進めてい

くことはもちろんのこと、後期基本計画の策

定に向けて、そして、その先の将来をも見据

えて、その礎をしっかりと築いていかなけれ

ばならないのであります。

さらには、各施策・事業は、それを実施す

るということが目的ではなく、「人とまち

みんなで創る 国際文化都市」を築いていく

という明確な目的を果たすための手段として

実施するものであり、実施したことにより、

本来の目的を果たしているのかどうか、その

有効性、生み出す効果・成果といったものを
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検証・評価することが肝要であります。

特に、その中でも、当市が直面する課題や

市民ニーズを踏まえ、前期基本計画期間内に

重点的に取り組むこととしている重点プラン

については、他の施策・事業以上にしっかり

とした進行管理を図るとともに、より重点的

に検証・評価する必要があるのではないで

しょうか。

そこで、三沢市総合振興計画前期基本計画

重点プランについて、１点目として、全体及

び三つのプラン別にこれまでの進捗状況と未

実施の事業に係る現状、そして、未実施の事

業について今後どのような対応をしていくの

か、２点目として、これまでに実施済みの事

業に係る評価はどのようになっているのか、

お伺いするものであります。

次に、協働のまちづくりについてお伺いい

たします。

まず初めに、協働という言葉はたくさんあ

りますが、ここで取り上げる協働は、漢字で

協力の協に働くと書く協働であります。

近年、多くの地方公共団体で、市民参加の

まちづくりであるとか協働のまちづくりとい

うフレーズが唱えられており、市民参加と協

働という言葉は、まちづくりに係る取り組み

に必要不可欠なキーワードの一つとなってお

り、ややもすれば、はやり言葉のようにも

なっているようであります。

市民参加と協働という言葉は、同義ではな

いものの、まちづくりにおいて、これらの言

葉がもてはやされる中、その意味を理解しな

いまま、できないまま、同じような意味合い

で語られることも多く、地方公共団体の首

長、職員に、市民参加と協働の話を聞いてみ

れば、その行政能力が判断できるとも言われ

ております。

さて、行政の役割を一言で言えば、住民の

皆さんが満足するさまざまなサービス、利益

をいかに提供することができるのかというこ

とになると思いますが、人口減少問題や少子

高齢化、核家族化によるひとり暮らし高齢者

世帯の増加をはじめとして、社会状況が大き

く変化するとともに、住民一人一人の価値観

や生活環境も変化し、従来に比べて地域の課

題や市民ニーズが多様化・複雑化している近

年、地方公共団体を取り巻く環境もまた厳し

くなってきており、これまでのように行政の

力だけでは対応できない、解決できない課題

が増加しているというのも事実であります。

このような状況のもと、共通する地域の課

題の解決に向けて、行政と住民、事業者、各

種団体などがお互いに対等な立場で、それぞ

れが役割を担い、協力して取り組んでいく協

働という概念に多くの地方公共団体が注目し

始めたと言われております。

当市においては、従来から協働による事業

が実施されている例がありますが、新たな行

動指針となる総合振興計画がスタートし、協

働によるまちづくりを推進するために、昨年

７月、三沢市協働のまちづくり市民会議が立

ち上げられたところであります。

協働によるまちづくりは、行政のみなら

ず、住民、事業者、各種団体など、皆が主体

となって取り組んでいかなければならないも

のであり、また、一口に、協働によるまちづ

くりといっても幅広く、さまざまな考え方、

とらえ方があり、その推進に当たっては、進

むべく方向、目指すべき姿について共通の認

識を持つということが大変重要なことだと

思っております。

もちろん、協働すること自体が目的ではな

く、協働することの目的、協働を進めていく

ことによって、築いていこうとしているまち

の姿を明確にする必要があるということは言

うまでもないことであります。

そこでまず、三沢市が進めている、目指し

ている協働のまちづくりとはどのようなまち

づくりなのか、お伺いいたします。

また、協働によるまちづくりは行政だけで

できるものではなく、その過程など形として

目に見えづらい部分も多々あり、一朝一夕に

はいかないものであると思いますが、三沢市

が進めている、目指している協働のまちづく

りに係るこれまでの市の取り組みと、これま
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での取り組みをも踏まえ、今後どのように取

り組み進めていく考えなのか、お伺いするも

のであります。

３点目として、協働のまちづくりを進めて

いくに当たり、当市の特色でもある米軍関係

者をも含めた住民の社会参加のきっかけづく

りや、市民活動等の情報発信・共有、各団体

等の交流・連携などを図っていくために、市

民活動の拠点を整備する必要があるのではな

いかと思っております。

この拠点は、何も新たな施設をつくるとい

うことではなく、既存の公共施設、または公

共的なスペースの一部を活用するものでよ

く、さらには、行政と各種団体などが共同整

備、運営・管理し、住民が気軽に足を運べ

る、集まれるような、そして、市民活動を通

した日米交流の場にもなることができれば理

想的ではないかと考えますが、市民活動の拠

点について、市の考え方等についてお伺いす

るものであります。

以上で、私の質問を終わります。

○議長（馬場騎一君） ただいまの５番鈴木

重正議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） おはようございま

す。

ただいまの鈴木議員さんの御質問のうち、

三沢市総合振興計画前期基本計画重点プラン

のうち、これまでの進捗状況と未実施事業の

現状及び今後の対応については私から、その

他については副市長並びに担当部長からお答

えをさせますので、御了承願いたいと思いま

す。

三沢市総合振興計画は、「人とまち みん

なで創る 国際文化都市」を基本理念に掲げ

まして、この１０年間の当市の目指すべく姿

と、それを実現するための施策と主要な事業

を明らかにしたものでありまして、計画を前

期計画５年、後期計画５年の二つに分けまし

て、新しい行政経営システムを通じまして、

前期計画を実施する評価をもとにし、社会情

勢や市民ニーズを踏まえ、後期計画にその意

見を反映して運営するもので、効率的かつ弾

力性のある事業推進により、持続性のある地

域社会の発展を図っていくものであります。

その中で、本年度は初年度である平成２０

年度から数えて３年目になるわけでありまし

て、前期基本計画の中においては、もう既に

終盤に差しかかったものと認識をいたしてお

ります。

前期基本計画における重点プランの推進に

つきましては、特に市民の日常生活に直結す

る医療の充実に力を傾けたほか、教育、福

祉、産業、観光、中心市街地活性化、住環

境、市民協働の各般にわたる事業を展開し、

その進捗状況は、重点プラン７２事業中、７

１の事業において着手、あるいは実施してい

るところであります。

また、当重点プランは、既に御承知のとお

り三つのプランから成り立っておりますが、

プラン別に着手状況を申し上げますと、一つ

目の産業、雇用、中心市街地活性化、広域観

光並びに住環境で構成する活力のびやかプラ

ンについては、３６事業中３５の事業に着手

しており、二つ目の保健・医療・福祉、子育

て支援並びに学校教育で構成する市民健やか

プランについては、２２事業すべてに着手い

たしております。

また、三つ目の市民及びＮＰＯとの協働、

行政サービスの向上並びに健全財政の運営で

構成する広域サービスしなやかプランにつき

ましても、１４事業すべてに着手している状

況であります。

このことから、着手率は、重点プラン全体

の９９％に達し、未着手となる事業は、活力

のびやかプランの海産物直売所整備事業の１

事業となっております。

当事業につきましては、財政的な負担も伴

う事業でもありますことから、現在、運営母

体や費用対効果の検討及び市民ニーズ等を見

きわめながら、国や県の指導を仰ぎつつ前向

きに検討しているつもりであります。

私からは、以上でございます。
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○議長（馬場騎一君） 副市長。

○副市長（大塚和則君） 御質問の協働のま

ちづくりについてお答えをします。

まず、第１点目の三沢市の目指す協働のま

ちづくりはどのようなものかについてであり

ますが、昨今の多様化・複雑化する社会情勢

や地方分権の進展等により、地方自治体に

は、国には依存しない自立した経営が一層求

められております。

そのような中で、当市では、平成１９年度

に策定いたしました三沢市総合振興計画にお

いて、基本計画を受ける重点プランとして、

地域協働の推進を位置づけており、住民主体

のまちづくりである住民自治の確立と、市民

が行政に積極的に参画できる市民参加の推進

を目指し、各種施策に取り組んでいるところ

でございます。

次に、御質問の第２点目の協働のまちづく

りに係るこれまでの市の取り組み及び今後の

進め方についてでありますが、これまで、協

働を理解していただくための講演会を開催し

たほか、協働のまちづくりフォーラムを開催

するなど、市民への学習機会を提供してまい

りました。

また、昨年度からは、協働のまちづくり市

民提案事業として、市民団体等の協働に関す

る提案事業を実施しております。

さらに、市民の目線に立った協働のまちづ

くりを進めるため、平成２１年７月に、三沢

市協働のまちづくり市民会議を設置し、三沢

市の協働に関するルールとなる指針を今年度

中に市に提言することとなっております。

今後、この提言を踏まえ、市民と行政によ

る協働の推進が図られる施策を講じてまいり

たいと考えております。

また、市役所職員の意識啓発を含めた取り

組みといたしましては、昨年度から市職員の

研修会を開催しており、今年度も高崎経済大

学の櫻井常矢準教授を講師に、「市民活動に

よる自治体経営を進めるために」と題して、

研修会を開催したところであります。今後も

継続して、職員に対する意識改革を図ってま

いりたいと考えております。

次に、御質問の第３点目の市民活動等の拠

点施設の設置に向けた市の考え方についてで

ありますが、協働のまちづくり市民会議の皆

様とともに、当市での施設の必要性につい

て、会議の中で検討しているところであり、

市といたしましても、拠点施設の重要性につ

きましては十分認識をしており、例えば、ふ

れあい館の有効活用等も含めて、前向きに検

討してまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） 三沢市総合

振興計画前期基本計画重点プランの２点目で

ございます、実施済み事業に係る評価につい

ての御質問にお答え申し上げます。

重点プランに掲げる事業につきましては、

どのように評価を行っているのかとの御質問

でございますが、事業評価においては、重点

プランに掲げる事業と、その他の事業を区別

することなく、その必要性、有効性、効率性

について、それぞれ５点満点で採点し、その

点数をもとに、ＡからＤまでの４段階で事業

の妥当性を評価しております。

また、重点プランに掲げられている事業の

うち、平成２１年度に実施されました６７件

の評価結果につきましては、妥当性が高いＡ

評価となったものが４８件で、７１.６％、

妥当性がやや高いＢ評価は１４件で、２０.

９％、妥当性がやや低いＣ評価は５件で、

７.５％、そして、妥当性が低いＤ評価はゼ

ロ％となっております。

その結果、重点プランについては、もっと

やるべきとする拡大見直しが４事業、手法や

方向性の見直しが必要とされた事業が５事

業、また、他の従来事業への移行や協議会脱

退による廃止が２事業となっております。

これにつきましては、当然、外部評価等で

御指摘を受けました見直し点につきまして

は、次年度事業に生かすべく見直しを図りな

がら改善し、事業の進捗を図るものでありま

す。



― 18 ―

なお、この評価につきましては、１５人の

一般市民から構成される行政改革推進委員

が、三沢市総合振興計画の六つの基本方針の

もと、平成２１年度に実施された事業を３部

会に分担し、外部評価を行い、事業の妥当性

について市民の視点で検証を加えたものでご

ざいます。

今後におきましても、業務工程や手法な

ど、さまざまな観点から検証を加え、改善を

しつつ、総合振興計画の着実な推進を図って

まいりたいと考えております。

私からは、以上でございます。

○議長（馬場騎一君） ５番。

○５番（鈴木重正君） 再質問をさせていた

だきます。

まずはじめに、総合振興計画前期基本計画

重点プランの進捗状況と未実施事業の現状と

いうことで、今、７２事業中７１事業につい

ては、着手、実施を今していると、着手率は

９９％ということでありまして、１事業だけ

まだ着手に取りかかっていないということで

ございました。

この重点プランというのは、今、当市が抱

えている課題、そしてまた、市民ニーズをも

踏まえて、前期基本計画中に、まさに重点的

に取り組んでいく。これはまさに、私が思う

に、種市市長おっしゃる選択と集中という中

で、特に集中をしていく事業というふうに私

は考えております。

そういう中、もちろん５年間という前期基

本計画の期間があるわけでありますが、今、

中間年度、３年目を迎えて、７２事業中７１

事業、いい悪いは別としても着手率９９％と

いうことは非常にすばらしいことだと思って

おりますが、この１事業、まだ着手はできて

いないということでありますが、この海産物

直売所の設置について、もちろん、この前期

基本計画の中で当初からきちんとやはり工程

というものを考えておられて、進めてこられ

ているものだと私は思いますが、その工程に

合わせ見たとき、今の状況、先ほどの答弁で

は、さまざまな観点、運営等を含めて、いろ

いろ検討しているという状況でありますが、

今のこの状況というのは、当初の工程から見

た場合、順調なのか、それとも、ちょっとお

くれているのか、ちょっと進捗状況が悪いと

いう状況なのか、そこについて、まずお答え

をいただきたいと思います。

２点目といたしまして、実施済み事業に係

る評価に関してでありますが、政策財政部長

のほうから御答弁いただきましたが、この評

価について、重点プランも他の事業も同じ事

務事業評価という中で、同様な評価を今して

いるということでございました。

私、先ほども言いましたとおり、この重点

プランというのは、本当にいろいろな事業が

ある中で、市の直面している課題、そして、

市民ニーズを含めて、これは絶対進めていか

なければいけない、そういう事業を７２事

業、重点プランとして掲げている。

であるならば、その他事業と同様というこ

とではなくより重点的に、本当に事業をやっ

たことによってその課題が解決されているの

か、また、解決に向かっているのか、市民

ニーズをしっかりと踏まえて、よりよい事業

となっているのかというものを、より重点的

に評価・検証する必要があるのではないかと

私は思いますが、そこに関しての市の見解を

お伺いいたします。

次に、協働のまちづくりについてでありま

すが、協働のまちづくりに関して２点ほど。

協働のまちづくりに関して、今いろいろと

取り組んでおられるという中で、講演会です

とか、まちづくり市民会議を立ち上げて、

ルールを定めているだとか、協働のまちづく

り市民提案事業をやっているというお話であ

りましたが、その中で、協働のまちづくり市

民提案事業について、私の聞き違いかどうか

はあれなのですけれども、副市長のほうか

ら、行政と市民団体との協働の事業として、

協働のまちづくり市民提案事業というものを

始めているというような、私、答弁に受けと

めたのでありますが、市民団体と何かをやる

ことが協働なのかということが、私ちょっ
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と、一つ疑問がございまして、私なりの理解

では、協働のまちづくりを進めていくに当

たって、市民の方々が市民活動に参加をして

いただく、まずは基礎となる市民団体、その

活動を促進する、支援するために、私はこの

提案事業というものをやっているものだと、

これまで理解しておりましたが、今の副市長

さんの答弁だと、まさにこれが協働の事業で

すというような答弁だったと私、理解したの

ですが、そこのところをもう一度御答弁いた

だけますでしょうか。

２点目といたしまして、協働のまちづくり

ということで、これはもう市民の皆さん、そ

して市民団体、事業者、さまざまな主体があ

るわけでありまして、さらに、今、取り組み

の中では、市役所内部、市職員のそういう意

識改革というか啓発、そういったものにも

しっかりと取り組んでいらっしゃるというこ

とでありましたが、その中で、一番、市民団

体というか、市民活動というときに、私、

パッと思いつくのは町内会なのですが、町内

会には、この総合振興計画においても、自主

防災組織を町内会でつくってほしいだとか、

いろいろあと、環境美化、公園の掃除とかい

ろいろ町内会は活動していると思うのですけ

れども、他方、町内会には今いろいろな課題

というのがあるのもまた事実だと思います。

それは、加入率が悪いとか、高齢化している

とか、さまざまな課題があろうかと思います

が。協働のまちづくりを目指す三沢市の中に

おいて、町内会というものの役割、果たすべ

き役割だとか、町内会が協働のまちづくりに

関してどのようなポジションというか、位置

づけに考えているのか。

今いろいろな取り組みの中で、町内会に関

する取り組みというのが全くなかったように

思いますので、町内会の位置づけになるべく

役割について、どのようにお考えになってお

られるか。

以上、お答えいただけますか。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

市長。

○市長（種市一正君） 再質問にお答えをい

たします。

９９％云々の中で、一つだけ、いわゆる海

産物直売所の云々というような御質問だった

と思います。

三沢市は御案内のように、三沢沖では暖流

と寒流がぶつかって、いわゆる魚介類、たく

さんの種類がとれる、非常に恵まれた漁場で

あると思っておりまして、そんな中での漁港

の姿を見ましても、たくさんのそういうもの

がとれて、特に、きのうからホッキ貝が解禁

になりましたけれども、しかしながら、どち

らかというと、とれた魚介類が地元に、消費

はあるものの、直接中央のほうに流れていく

というようなことで、やはり市民の方々が自

由に手に入るような直売所をつくってほしい

という声がたくさんあったわけでありまし

て、そんなこともありまして、ぜひ直売所と

いうのものをつくっていきたいというのがね

らいでありましたが、当然ながら多額の金が

かかりますので、どうしても、やはり補助事

業を取り入れた事業の設置というものを考え

ていかなければならないというようなこと

で、いろいろ構想を練りながら、はっきり言

いますと、防衛とも話をしながら今進めてい

るわけでありまして、こういう事業等につい

ては右から左にいかないというのは御案内の

とおりでありますので、順調にいっている

か、いっていないかということの答えについ

ては、非常にコメントしかねるわけでありま

すが、私としては、順調とは言えなくても、

進んでいるという思いでありまして、皆さん

の御支援を得ながら、何とかそういう方向を

見出してまいりたいと思っております。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） 副市長。

○副市長（大塚和則君） 協働のまちづくり

に関する再質問、２点についてお答えをいた

します。

第１点目の御質問でございますが、協働の

まちづくり市民提案事業の、先ほどの私の発

言の内容は、市民団体などの協働に関する提
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案事業を市が支援をしておりますというふう

にお答えをしております。いわゆる市民団体

が、こういうことをやりたいということにつ

いて財政的な支援をしているという意味で、

そういうお答えをさせていただきました。

２点目でございますが、協働を進めていく

上で、町内会の役割はどういうふうに考えて

いるのかというお尋ねでございますが、これ

につきましては、先ほどお話ししたように、

市民会議のほうで今年度中に指針を策定する

ことになっております。その中で、さまざま

な団体の役割というものが整理をされてくる

というふうに思います。

あえて申し上げますと、協働のまちづくり

というのは、地域の課題は何なのかというの

から始まると。地域でできること、できない

こと。できないことは何か、それをみんな

で、どういうふうにすればできるのかという

ことをやっていくのが協働だというふうに思

いますが、それが地域のほうの課題というも

のを、どういうものがあるかというのは、や

はり町内会が最小単位で、いろいろとその中

で検討されてくるというふうに思いますの

で、町内会は、今後はキーパーソンになって

くるのだろうというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） 実施済み事

業に係る評価についての再質問にお答え申し

上げます。

ただいま議員より、重点事業については、

むしろ、より力を入れて評価をすべきではな

いかということのお尋ねかと理解したところ

でございますが、今年度、先ほど御答弁申し

上げましたように、行政改革推進委員会を中

心にして行ったわけでございますが、この際

にも、私ども各委員に対しまして、特に重要

と思われる重点プランについては、十分吟味

していただきたいということをお願いしなが

らやってまいりました。

ただいま御指摘ありましたように、このこ

とについては、やはり大変重要なことでござ

います。今後、先ほど後段で御答弁申し上げ

ましたように、さまざまな手法、それから、

今の行政改革推進委員会だけでいいのか等も

含めまして、いろいろ検討・検証をしなが

ら、より実効性といいますか、有効なものに

なるように常に改善・検討を加えてまいりた

いと考えております。

御理解のほど、よろしくお願い申し上げま

す。

○議長（馬場騎一君） ５番。

○５番（鈴木重正君） 協働のまちづくりに

関して再々質問をさせていただきます。

今、副市長のほうから、協働のまちづくり

市民提案事業については、市民団体等が行う

ものに対して財政的な支援をするものだとい

うようなことであります。

その後で、協働のまちづくりというのは、

地域の課題というものがあって、それを解決

するために行うものが大きな協働の概念だと

いうようなお話だったと思いますが、そうす

ると、この協働のまちづくり市民提案事業と

いうのは、どのような課題を解決するため

に、何か今のお話だと、市民団体が何かやる

のに行政がお金を出して支援していますとい

うことに私には聞こえたのです。要は、そう

いう市民団体を育てる目的ではないわけで

す、今のお話ですと。そういう何かやろうと

したものに財政的な支援をしますというお話

だったと思います。

そして、他方、協働というものは、解決で

きない地域の課題というものを行政と市民が

一緒になってやっていきましょうというのが

協働ですという中で、そうすると、市民提案

事業というのは、私、市民提案事業を否定し

ているわけではない。だけれども、本当にど

ういう目的のもとでやっているのかというの

は、今の答弁でますます理解が私できなくな

りました。

どういう市の課題、地域の課題があって、

それを解決するために市民団体がこういう提

案をして、それに対して財政支援をしている

ということなのだとは思うのですけれども、
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では、具体的にどういう課題の解決に向け

て、今、市民提案事業というものをやってお

られるのかということを御答弁いただきたい

と思います。

もう１点、ちょっと後先になりますが、事

務事業評価については、重点プランの評価に

ついては、まだ、もちろん今、総合振興計画

が始まったばかりであります。そして、新た

な行政評価システム、行政経営プランという

ものの中で、今まさに始まったばかりであり

ますので、今、直ちに、重点プランの評価

云々ではなく、先ほど政策財政部長、御答弁

ありましたとおり、重点プランというものの

位置づけというのはしっかりと三沢市でも掲

げておられると思うのです。

その中で、やはり重点プラン、必ずこれは

取り組んでいく、課題解決のために取り組ん

でいかなければいけない事業という位置づけ

でやっているわけでありますので、そこに係

る評価・検証というものは、より一層進めて

いかなければならないものだと私は思ってい

ます。

今のお話だと、いろいろな意見とか考えが

あるという話ですけれども、市はまず、重点

プランについて、特に重点的に評価をしなけ

ればいけないと思っているのかどうか、ま

ず。思っている中で、もちろん今２年目です

ので、これからいろいろな中でそれを検討し

ていくというお考えなのかどうか、それをも

う一度改めてお聞かせください。

以上です。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

副市長。

○副市長（大塚和則君） 協働のまちづくり

についての再々質問にお答えをします。

今、市民提案事業につきましては、ことし

で２年目になりますが、一つの例を申し上げ

ると、提案されている方が、私どもにはこう

いう課題がございます。この課題について、

こういうふうにすれば、こういうことがよく

なるのではないかということで。

例えば、例を申し上げますと、あるところ

に原野がありますと、以前、田んぼだったも

のが、田んぼもやっていない、草がぼうぼう

だ、景観上よくない、私どもがそこを何とか

別な形で利用したい。それを利用することに

よって、たくさんの人を巻き込んで、こうい

うことで景観上もよくしたい。そういうこと

で、市民の皆さんと一緒になってこういうこ

とをやりたいというものが一つございます。

そういう課題に対して、市のほうで財政的に

支援できるということは何なのかということ

で、財政的にそういう団体について支援をし

ているということでございます。

ですから、市民が課題に対して、こういう

解決をしたいということに対して支援をして

いるものでございますので、決して協働の趣

旨から反するものではないというふうに理解

をしております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 政策財政部長。

○政策財政部長（澤口正義君） 再々質問に

お答え申し上げます。

私ども前段で答弁申し上げたところでもご

ざいますが、重点プラン、その他の事業を区

別なく、かなり時間も手間もかけまして評

価・検証しておりますけれども、ただいま議

員さんから御指摘ございましたように、まさ

に重点プランというのは、三沢市で掲げてい

る協働のまちづくりとか、さまざまなことを

掲げているわけでございますが、骨格をなす

という部分でございますことから、今後、そ

の他の事業を軽視するということではないの

ですが、より重点的に検証していくというこ

とにつきましては、私どもそういう考えでこ

れからも進めさせていただきたいと考えてお

ります。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 以上で、５番鈴木重

正議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

１３番西村盛男議員の登壇を願います。

○１３番（西村盛男君） おはようございま

す。



― 22 ―

１３番、至誠会の西村盛男でございます。

早速ではございますが、通告に従いまして、

子育て環境問題、観光問題の２件について質

問させていただきます。

まず、１件目の子育て環境問題についてで

あります。

改めて申し上げるまでもなく、地域の宝で

ある子供は、伸び伸びと体を動かし、そして

また、いろいろな経験を積むことにより、心

と体の成長、発達を遂げると言われておりま

す。

公園などでの外遊びを通じて、運動能力の

向上、創造力、コミュニケーション能力、集

団ルールを守る心等々が養われるとされ、さ

らには、公園などで外遊びすることにより、

現代の子供に不足しがちな空間認識力が向上

され、図形や立体の理解といった数学力の向

上はもちろんのこと、右脳の発達にも大きな

影響を及ぼす、こういったことも言われてお

ります。

このように、その効果・効能には限りがな

く、多少の見解の相違はあるものの、子供の

遊び方と心身発達の因果関係については、総

体的な面からも異論を唱える方はいらっしゃ

らない、そのように考えます。

一方で、現代社会においては、子供の体

力・運動能力が昭和５０年代をピークに右肩

下がりの傾向にあり、このことが将来の国民

全体の体力低下につながり、その結果、社会

の活力が失われるのではと危惧されておりま

す。

子供たちの体力低下については、文科省が

昭和３９年から実施している全国体力・運動

能力調査において明らかとなっております

が、この全国体力・運動能力調査の平成２１

年度分から大変興味深いデータがございま

す。それは、学校の運動場、その環境、すな

わち校庭の環境や、そこに設置されている遊

具等が充実している学校ほど生徒の体力が顕

著に高くなる、そういった傾向にあるとの結

果であります。

このことは、私にとりまして、児童生徒と

遊具の関係について再考させられるよい機会

となったということは言うまでもございませ

ん。

さてここで、当市の状況に目を向けてみま

すと、平成１７年に策定されました三沢市次

世代育成支援行動計画におきましても、計画

の基本目標５番におきまして、子供や親子が

安心して遊び、集うことができる、そういっ

た場所が望まれていることから、現在ある地

域資源を有効活用しながら、子供や子育て家

庭の視点を取り入れた生活環境の整備を図

り、子供たちが地域で伸び伸びと遊び、ま

た、子育て家庭が安心して暮らすことのでき

る環境づくりを推進するとされ、具体的な目

標として、子供の遊び場の整備、公園の整

備、公共施設の利活用を掲げられておりま

す。

また、当市においては、これまで市当局、

関係者の皆さんの御尽力により、公園がきめ

細やかに整備・配置されており、園内の固定

遊具についても、その充足率は高い水準にあ

るものと認識しております。

しかしながら、子育て世代のニーズや遊び

方の多様性は刻々と変化しており、現に、よ

く小さな子供を持つ親御さんから、市内に

は、子供をゆっくりと、思う存分遊ばせるこ

とができる遊具設備が少ない、休日は子供を

市外に連れていく、そういった声を耳にいた

します。

これは、多少大げさな表現もあろうかと思

う一方で、周辺市町村等に子供や、その親御

さんたちが魅力を感じてしまう、そういった

ことが考えられるとともに、当市にとっても

有益とは言えない状況であると考えます。

私は、子育てというものに対し、ただ単に

経済的・物的支援をすればよいとは思いませ

んが、我々大人は、地域の宝である子供たち

をこのまちで育てたい、また子供は、このま

ちに住みたい、そう思えるようなまちづくり

が必要である、そのように考える者の一人で

あります。

今回の質問において、早急に新しい遊具を



― 23 ―

設置していただきたいといったことを申し上

げるつもりではなく、先ほど申し述べました

子供たちへの遊具の有効性や、子育て世代の

方々のニーズ等を踏まえ、今後、既存の施設

にある遊具等を充実させ、子供たちが伸び伸

びと遊ぶことのできる環境づくりを進めるべ

きではと考え、次の２点についてお伺いする

ものであります。

１点目としまして、当市の主要公園等の遊

具で老朽化している箇所、既に標準使用期間

が経過した箇所並びに、今後、標準使用期間

を超える箇所については、今後、更新、再配

置及び新たに設置するお考えがあるのかをお

尋ねいたします。

次に、２点目といたしまして、もし更新、

再配置及び新たな設置を考える場合には、お

おむね３歳から小学生程度のお子さんを持つ

親御さんからのニーズを踏まえ、より充実さ

せた内容とするお考えはあるのか、お尋ねい

たします。

次に、２点目の観光問題についてでありま

す。

現在、我が国の社会経済情勢は、本格的な

少子高齢化の到来、また、膨大な債務を抱え

る財政事情等々、我々が将来に向けて目を背

けることのできない課題が山積していること

からも、大きな不安に包まれております。

また、長期化する経済不況によって、地方

社会には閉塞感のみが漂い、いまだ確かな回

復の兆しが見られない、そういった状況であ

ります。

こうした状況下、国においては、将来にわ

たって成長、持続可能な国づくりの一つの柱

として観光というものを掲げ、既存の人材

力、技術力、観光資源等を生かして地域の活

性化へと、ひいては国の経済成長へとつなげ

るべく、さまざまな施策を推進されていると

ころであります。

このような中、我々の暮らす地方において

は、現在、全国各地において、自分たちのア

イデアで地元をＰＲし、観光客を呼び込むこ

とで、疲弊したまちにもう一度元気を取り戻

そうと、地域一体となった町おこしが行わ

れ、その効果も徐々にあらわれてきておりま

す。

その一例としまして、皆様御存じのＢ級グ

ルメ、Ｂ－１グランプリを初め、食といった

ものをキーワードとした地域おこしが全国的

に注目されており、各地において熾烈な売り

込み合戦、ＰＲ合戦が展開されております。

ある成果を上げた地域におきまして、その

年間経済効果は約３０億円にも上る、そうい

う試算も出ていることからも、たかが料理、

たかが食という枠組みでは片づけられないほ

どの規模に広がりを見せております。

私は、Ｂ－１グランプリという企画力のす

ばらしさもさることながら、やはりそれぞれ

の地域における文化、地域特性に裏づけされ

た食というものの興味深さや可能性を非常に

強く感じているところでもありまして、地元

民が地元の食文化や、そのすばらしさを再認

識できるところが大きなメリットではない

か、そのように感じております。

ここで、当市に目を向けてみますと、他地

域と連携した広域的な観光施策の推進を図る

とともに、当市独自のアイデア商品として、

冬季限定のほっき丼以外に、パイカ鍋、ごぼ

う茶等々を開発し、市民を巻き込み普及を図

るべく、日々ＰＲ活動に尽力されていると聞

いております。

また、これらとは別個に、市民、民間側か

ら生み出されたものとしまして、三沢商高生

さん開発のごぼうアイスや、商工会青年部さ

ん開発のバラ焼きドック、そして、斗南藩記

念観光村くれ馬ぱーく内には、エアフォース

バーガーがあったりと、三沢らしさを全面に

押し出した商品や、地元の特産品を利活用し

たものなど、ここ数年内にバラエティー豊か

な商品が誕生しております。

これらの中には、先月開催されました地産

地消フェスタにおいても、ブースにて出品さ

れ、大変好評を得たものもあるとのことか

ら、今後、当市の名物となり得る可能性を秘

めたものであると一市民として期待いたすと
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ころでもあります。

私個人の意見ではありますが、俗に名物、

地場商品と言われるものをつくり上げるため

の第一歩は、やはり地元民がその商品を知

り、食し、愛すことから始まるものと考えま

す。

これには、もちろん売り手側の努力も必要

ではありますが、その第１段階としての知

る、すなわち周知という点においては、市や

関係各団体が連携し、さらなるバックアップ

体制が確立されることにより、より一層のＰ

Ｒ効果が生まれ、当市の知名度アップや誘客

効果、雇用創出など、最終的には当市全体の

利益につながるものと考えられます。

以上の点からも、現在、市内において考

案、開発された商品に対し、市のさらなる

バックアップが必要と考えますが、市ではど

のような見解をお持ちか、お伺いをいたしま

す。

以上で、私の一般質問を終わります。

○議長（馬場騎一君） ただいまの１３番西

村盛男議員の質問に対する当局の答弁を求め

ます。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの西村議員

さんの御質問のうち、観光問題については私

から、その他については担当部長からお答え

をさせますので、御了承願いたいと存じま

す。

昨今、全国的に御当地グルメがブームとな

るなど、各地で、いわゆる名物料理や特産品

の開発、あるいは宣伝が盛んに行われており

ます。

このような中、当市では、三沢ほっき丼を

御当地グルメとして、その知名度アップに努

めながら、現在は、三沢ごぼう茶や、三沢畜

産公社が取り組んでおります三沢パイカ鍋の

普及を図りたいと考えているわけでありま

す。

一方で、市民パワーも盛り上がりを見せて

おりまして、質問の中にも触れておりました

が、三沢商業高校の長いもアイス、ごぼうア

イスや、三沢市商工会青年部がイベントで販

売しておりますバラ焼きドック、道の駅みさ

わのシェフがつくり出したエアフォースバー

ガーなども注目を集めているわけでありま

す。

市では、これらの民間団体及び事業者の取

り組みについて、地域活性化のためにバック

アップをしてまいりたいと考えており、とり

わけ、去る１１月に県の主催により、東京で

開かれましたイベント「とことん青森ＭＡ

Ｘ」におきまして、三沢畜産公社が出店した

三沢パイカ鍋は大変好評であったわけであり

まして、市としては、これからも支援してま

いりたいと考えております。

具体的には、県を初め、三沢市観光協会

や、当市が構成員となっております、いわゆ

る広域観光協議会とも連携をしながら、宣

伝・広報活動や、あるいはイベント等での販

売機会の増加などについて積極的に支援して

まいりたいと考えております。

私からは、以上であります。

○議長（馬場騎一君） 建設部長。

○建設部長（中西敬悦君） 子育て環境問題

についてお答えいたします。

当市の公園は、住区基幹公園の街区公園、

近隣公園、地区公園、そして都市基幹公園で

ある総合公園の三沢市民の森、特殊公園の三

沢市墓地公園がございます。

遊具につきましては、これらの公園それぞ

れの設置目的や利用者の対象年齢を考慮し整

備しており、目的によっては、遊具の設置さ

れていない公園もあります。

さて、御質問いただきました公園の遊具の

更新等についてですが、他の公園も含めまし

て、現在、軽微なものは随時補修を実施して

いるほか、規模の大きなものにつきまして

は、公園施設長寿命化計画に沿って、国土交

通省の都市公園安全・安心対策緊急総合支援

事業の交付金を用いて、平成２２年度より更

新、再配置を進め、利用者の利便性向上に努

めており、今後も計画的に更新等を行ってま

いります。
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また、公園ではありませんが、斗南藩記念

観光村につきましては、来園者に対し、自然

と親しみ、遊んでもらうという趣旨から、遊

具は一部区域のみに設置しております。

この遊具につきましては、毎年安全点検を

行い、必要箇所については修繕を実施してお

り、今後も適切な維持管理に努めたいと考え

ております。

次に、市民ニーズの把握につきましては、

従来、町内会要望やアンケート調査で要望等

をいただいておりましたが、そのほかに、

マックテレビを利用するなど、さらに広く御

意見をいただけるよう努力したいと思ってお

ります。

これからも協働のまちづくりを目指し、今

まで以上に市民の皆様の御意見・御要望を公

園整備に反映してまいりたいと考えておりま

す。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） １３番。

○１３番（西村盛男君） 再質問をさせてい

ただきます。

１点目の子育て環境問題についてなのです

が、先ほど市民ニーズ等々はマックテレビ等

を使って把握するといった内容です。

また、公園に関しては随時、必要に応じて

更新、保守・点検してまいる、そのような答

弁だったと思いますが、一例を少しお話しさ

せていただきますと、公園ということでお話

しいたしておりますが、遊具、非常に市民の

方から聞くお話では、なかなか市外に魅力的

な遊具を持つ公園というか設備があると、そ

のようなお話を聞きます。

例えば、例に挙げさせていただければ、十

和田ですと、ちょっと公園とはずれるかもし

れませんが、駒っこランドというのですか、

馬事公苑というのですか、あの部分ですと

か、道の駅とわだにもありますし、また、八

食センターのほうにもございます。三沢市内

ではあるのですが、ベースの中にも結構立派

な遊具があったり、それを子供さん、親御さ

んが見て、大変、市内にもあればなという声

を非常に耳にします。

また、休日になると、質問でも少し触れま

したが、そういったものを目当てに、小さい

子をお持ちの親御さんは子供を遊びに連れて

いくといったことは、子育てという視点から

質問させていただきましたが、三沢にとって

下にあるものは、経済的にも、休日、人口が

減ってしまう、市外に流出してしまうという

ことは、経済的にも非常に市にとってマイナ

スではないのかと、そのような思いもいたし

ております。

そういった思いがある中で、やはり既存の

施設にある、公園とかにある遊具を保守・点

検、ずっとこのままやっていくのも必要だと

思うのですが、場所場所によって、ニーズに

よって、例えば遊具をグレードアップさせる

とか、こういった遊具が欲しいと言ったら種

類を変えるとか、そういった柔軟性に富んだ

対応もお考えでいらっしゃるのか、そういっ

た点を含めて、もう一度、答弁をいただきた

いと思います。

よろしくお願いいたします。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

建設部長。

○建設部長（中西敬悦君） 再質問の遊具の

更新等々の場合に、いろいろなニーズを踏ま

えて、種類を変えたり、いろいろな種類の遊

べる、そういった遊具を検討する予定がある

かとの再質問だと思いますが、そちらのほう

にお答え申し上げます。

先ほど申し上げました公園の今後の修繕、

それから改築等につきましては、国土交通省

の交付金事業というものを利用させていただ

いておりますが、こちらのほうで、遊具のグ

レードアップというものも可能になってござ

います。

事実、我々のほうでアンケート調査等々も

昨年度一部行っているのですが、その中で、

日ごろの公園の整備をもっと充実していただ

きたいという御意見も少なからずございまし

た。

そういったこともございまして、今年度か
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ら始まりましたが、当面、向こう５年間にな

りますが、その間で各公園の、できるだけ広

範囲の市民の方々のニーズを把握した上で、

それに沿った形で、場合によってはコンビ

ネーション遊具、先ほど西村議員さんがお話

しになられたベースの中というようなお話も

例にございましたが、ああいった遊具がだん

だんに主流となりつつありますし、そういっ

た遊具で遊びたいというお子様もかなりふえ

てきていると思いますので、十分そういった

ものを加味しながら今後検討、整備していき

たいと思います。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 以上で、１３番西村

盛男議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

４番加澤明議員の登壇を願います。

○４番（加澤 明君） おはようございま

す。

４番、みさわ未来の加澤明です。通告に

沿って３点ほど質問させていただきます。

まず最初に、雇用問題について。

中小企業の経済状況が依然厳しい中、地元

企業も新規雇用をしたくても雇用できない、

特に、若い世代を人材育成しながら雇用する

余裕のある地元企業は少ないと思います。

また、三沢公共職業安定所管内の１０月末

現在の新規高校卒業者の職業照会状況により

ますと、就職希望者数は２２６名に対して、

就職者１２６名、内定率で５５.８％。未就

職者１００名、これは昨年の同時期に比べす

べて下回っています。この状況を考えます

と、毎年卒業していく若い世代は、地元に就

職したくても地元に仕事がなければ、学校を

卒業してから就職を外に求めなければなりま

せん。行政は少なくとも少子化が進む中、若

い世代を地元に定着させる施策を行う義務が

あります。

現在、国では、緊急雇用創出対策事業の予

算を計上していますが、その事業を活用しな

がら、他の自治体では、企業に対して給与を

全額負担するなどして、企業の活性化や新規

雇用の創出を図るなど、一石二鳥の施策を進

めています。

この施策は、雇用人数や内容は各自治体に

よって多少の違いはあるものの、三沢市も積

極的に施策に取り入れるべきと思います。

そこで、当市では、就職浪人と言われる２

０歳未満の若年層や新規高卒者の雇用問題に

どのように取り組んで対応していくのかをお

伺いします。

続いて、２点目、不法投棄について。

ごみ問題は、カラス対策、不法投棄対策と

非常に市、各町内会でも頭の痛い問題です。

特に、不法投棄は景観を損ね、処理するのに

も費用がかかり、各町内会でも大変苦慮して

いる問題であります。

最近では、有価物である資源物は持ち去ら

れ、処分費用のかかるタイヤ、リサイクル家

電などは不法に捨てられているのが現状で

す。例年、各町内会でも独自に費用を捻出し

ながらも撤去作業に汗を流しております。

さて、不法投棄の中でもとりわけ多い不法

投棄は、タイヤ、リサイクル家電などです。

本年度の町内会の不法投棄の撤去作業でも、

昨年に比べて特にリサイクル家電のテレビの

不法投棄の数が増加しています。今後も来年

度のテレビの完全地デジ化が進む中で、テレ

ビの買いかえもピークを迎えつつあり、テレ

ビの不法投棄もさらにふえると懸念されま

す。

不法投棄は、タイヤ、テレビだけではあり

ませんが、中には事業系のものや、思いがけ

ないようなものまで捨てられています。

そのような現状を踏まえて、行政として不

法投棄問題にどのように対応し、処理をして

いくのか、お伺いします。

最後に、障害者問題についてであります。

近年、障害者の就業・生活支援は、国の施

策により以前より改善され、サポート体制も

充実されてきています。

しかし、企業は、現在の経済不況や障害者

雇用のリスクなどを考えると、なかなか雇用

に至るまでには結びつきません。
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私は、障害者であれども適材適所に就労さ

せることができれば、健常者以上の能力を発

揮できる可能性を持っていると思います。

以前、障害者の方が言っておられました。

豊かな生活を望んでいるわけではないので

す。平凡でも安定した仕事と生活が欲しいの

ですと。

そこで、質問いたします。障害者の就業・

生活支援は、まだまだ社会的に認知不足です

が、三沢市にも新しい支援組織が立ち上がっ

てきています。それは、例えば、財団法人こ

ころすこやか財団の障害者就業・生活支援セ

ンターみさわ、民間では、三沢地区障害者就

労支援連絡会などがそうです。また、三沢市

には、以前からある三沢市社会福祉協議会な

どもあります。

これらの組織は、立場が違えども障害者の

生活支援や就労を支援するということでは皆

一致しています。個々の活動も大事ですが、

それぞれの組織が情報交換や交流をしていけ

ば充実した支援体制ができるのではないで

しょうか。

そこで、行政がパイプ役となり、各団体と

どのようにかかわり、連携していくのかをお

伺いいたします。

以上、３点、御答弁よろしくお願いしま

す。

○議長（馬場騎一君） ただいまの４番加澤

明議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの加澤議員

さんの御質問のうち、雇用問題については私

から、その他については副市長並びに担当部

長からお答えをさせますので、御了承願いた

いと思います。

現在の雇用情勢は、議員さんの御指摘のと

おり大変厳しい状況が続いております。とり

わけ、来春、高校や大学等を卒業される方々

の就職内定率が低迷しており、今年度の県内

の高校卒業見込み者の就職内定率は、１０月

末現在で５１.５％という状況になっている

ようであります。昨年度同時期の就職内定率

は３４.３％でございましたので、昨年度を

若干上回っておりますけれども、依然として

厳しい状況が続いているわけであります。

参考までに申し上げますと、当市にある２

校の就職希望者の内定状況は、これは１１月

２２日現在でございますが、三沢高校では３

１名の就職希望者のうち２３名が内定し、８

名が未内定。三沢商業高校では、１０６名の

就職希望者のうち９３名が内定し、１３名が

未内定の状況であるということであります。

全国的に見ても厳しい雇用情勢にあります

ことから、厚生労働省では、平成２１年度か

ら平成２３年度までの３カ年の事業として、

緊急雇用創出事業とふるさと雇用再生特別基

金事業の二つの雇用創出事業を創設したとこ

ろであり、これらの事業のうち、緊急雇用創

出事業につきましては、平成２２年９月１０

日付で策定された国の経済対策の中で、事業

の拡充が盛り込まれ、未就職新規卒業者等支

援を重点的に推進することとされたところで

あります。

これを受けまして、各市町村では、平成２

３年度の事業として、民間企業等への就職支

援を実施することが進められてきている状況

にあるわけであります。

当市におきましても、平成２３年度におい

て、未就職新規卒業者等を雇用した企業に対

しまして、給与の全額負担など雇用創出施策

を実施する予定で、県と実施方法等について

整理をしているところであります。

現在のところ、原則６カ月間、最大で１年

間を支援期間として、２０人程度の就職支援

を行う予定で進めております。

私からは、以上であります。

○議長（馬場騎一君） 副市長。

○副市長（大塚和則君） 御質問の不法投棄

問題についてお答えをいたします。

不法投棄につきましては、議員さん御指摘

のとおり、依然として、古タイヤ、家電リサ

イクル品などが山林やごみ集積場所などへ投

棄され、町内会を初めとする関係団体等が、
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その処理に大変苦慮しているところでありま

す。

ごく一部の心ない者による不法投棄は、景

観と環境に悪影響をもたらすとともに、新た

な不法投棄の誘発につながることから、当市

では、不法投棄を防止するため、不法投棄監

視員による市内全域の巡回監視を実施、抑止

に努めているところであります。

また、県におきましても、三沢地区に監視

員を配置し、巡回監視を行っているほか、不

法投棄の多い場所への監視カメラを設置する

など、対策を講じているところであります。

当市といたしましては、来年７月の地上デ

ジタル放送の完全移行に伴い、家電リサイク

ル品であるテレビの不法投棄がふえることを

危惧しているところでありますが、不法投棄

は犯罪であり厳しい罰則があることなど、市

民の皆さんに周知徹底を図ることが必要と考

えており、今後においても随時、マックテレ

ビや広報による啓発活動を一層強化するとと

もに、県や関係機関との連携によるパトロー

ルを図ることはもとより、町内会とも一体と

なった、これまで以上の連携強化を図り、不

法投棄の防止に取り組んでまいりたいと考え

ております。

○議長（馬場騎一君） 健康福祉部長。

○健康福祉部長（宮古直志君） 福祉問題に

ついてお答えいたします。

国では、障害者の地域生活を支える重要な

柱の一つとして、就労支援を目的とした障害

者自立支援法が平成１８年からスタートし、

これに基づき、市といたしましても、三沢市

総合振興計画に、生活支援体制の強化、教育

支援及び就労支援の強化を掲げ、障害の種別

にかかわりなく、障害者のニーズに応じた福

祉サービスが利用できるよう、地域で支える

ための取り組みを推進してまいりました。

このようなことから市では、平成２１年３

月に、障害者支援団体や教育関係機関、ハ

ローワークなど１５団体で構成される三沢市

自立支援協議会を設置し、今年度は、これま

でに４回の情報交換会を開催して、障害者支

援の現状や今後の方針についての協議を重ね

てまいりました。

また、１０月には、三沢地区障害者就労支

援連絡会と七戸養護学校及び市との３者が連

携をとりまして、おいらせ農業協同組合及び

三沢市漁業協同組合に赴き、養護学校の生徒

の実習受け入れのお願いをしてまいりまし

た。

その後、障害者の雇用を行っている企業へ

の視察、三沢市漁業協同組合のイカの荷さば

き作業、おいらせ農業協同組合のニンジンと

ナガイモの仕分け作業等を見学し、現在、障

害者の実習が可能かどうか協議を進めている

ところでございます。

御質問の今後における市として障害者に対

する就業や生活を支援する組織とのかかわり

につきましては、三沢市自立支援協議会など

のネットワークを十分に活用し、これまで以

上に関係団体、機関等と連携を密にしなが

ら、障害者の就労支援を進めてまいりたいと

考えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） ４番。

○４番（加澤 明君） 再質問させていただ

きます。

まず、１点目、雇用問題についてでありま

す。

先ほど市長のほうから大変前向きな回答を

いただきまして、本当に安堵しているところ

であります。

しかし、雇用期間が６カ月から１年間とい

うお話がありましたけれども、やはり人材を

育成するという上では、６カ月というのは非

常に短い期間だと思います。まして、高校を

卒業して間もない若者ですから社会なれもし

ていませんし、なかなか６カ月で人材育成す

るということは大変難しいと思います。企業

もやはり、６カ月だけだったら、手元に置く

ぐらいしかないのかなと、人材育成までには

発展しないのではないのかなという懸念も私

は持つのです。ですから、できる限り、６カ

月ということではなくて、１年間、施策とし
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て続けていただきたいと。

そして、リーマンショック以来、三沢の公

共職業安定所管内でも、１０名前後の未就職

者が最終的に出ているそうです。その年に

よって５名とか８名とか、若干違いはあるの

ですけれども、そういう仕事につけないで、

最終的に卒業してしまったと。そのデータ

が、卒業後６カ月するとデータからなくなる

そうです。一般のほうに回ってしまって、把

握できなくなるというふうなことを言われて

いました。

そうなると、ニーズを把握するのは難しい

のですけれども、ここ数年、学校を卒業して

も、アルバイトはしていても、正規就職はで

きていないという子たちもいるのです。我々

社会人として、やはり青年を育成する義務と

か、未成年者の非行防止とか、そういう観点

からいっても、やはりそういう２０歳未満の

青年たちも対象にしていただきたいのですけ

れども、その点、もう一度、確認の質問をさ

せていただきます。

それと、不法投棄問題ですが、非常に町内

会とかいろいろ連携しておやりになっている

のもわかります。不法投棄は、やはり警察管

轄だとか、いろいろな法的な処罰もあります

し、各監視員が一生懸命やられているのもわ

かるのです。

ただし、なかなか、単発的にやってしまう

と、不法投棄はなかなか減らないと思うので

す。やはり計画的に月に、町内会がやる、警

察と合同でやるとか、やはり定期的に満遍な

くやることが、逆に、よく言われる抑止力に

なるのではないかと私は思うのですが、その

辺、計画的に小まめに、せっかく監視員がい

るわけですから、そういう体制もつくってい

るわけですから、フルに活用して、定期的に

頻繁にやられるお考えはないのか、２点ほど

お伺いします。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

副市長。

○副市長（大塚和則君） 不法投棄問題の再

質問にお答えをいたします。

今後、計画的にやるべきではないかという

お話でございます。不法投棄につきまして

は、これは、周知を図ると、できるだけ市民

の皆さんに理解をいただいて、周知を図ると

いうことが一番大事なことでございます。啓

発活動といいますか、そういう意味でも、そ

ういうことは計画的に実施する必要があると

いうふうに思います。

それから、御提案のあった、監視員をフル

に活用にしてというお話がございます。今、

市の監視員が２人、県の監視員が２人いらっ

しゃいますので、計画的に４人の方が全部を

網羅するような形の体制というものを考えて

いきたいというふうに思います。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 経済部長。

○経済部長（米田光一郎君） 雇用問題の再

質問、期間と対象年齢のことについてお答え

します。

期間につきましては、原則は６カ月となっ

ておりますが、最大１年間も可能ということ

で、現在、県とどういうふうに実施するかに

ついて調整をしておりますので、協議をしな

がら、可能な限り長い期間可能となるように

努力したいと思います。

それと、対象年齢ですが、２０歳未満も対

象となっております。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） 以上で、４番加澤明

議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

１２番野坂篤司議員の登壇を願います。

○１２番（野坂篤司君） 質問に入ります前

に、議長のお許しをいただきまして、一言お

礼を述べさせていただきます。

それは、ミス・ビードル号がきのう到着い

たしました。本当に感動いたしました。思い

ますと、去年の同じ、２１年第４回の議会に

おきまして、たまたま私がミス・ビードル号

の再現飛行を取り上げさせていただきまし

た。そうしましたら、早速、市長が、そして

議長が英断をもちまして、アメリカに飛び、
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そして、山本会長と一緒に契約をいたしまし

て、紆余曲折がありましたけれども、歴史的

な１ページを、きのう１０時ごろ私行ったの

ですが、１０時半ごろトラックが参りまし

て、１１時過ぎに、東奥日報にも書いてあり

ましたけれども、コンテナから出てまいりま

した。思わず拍手をしてしまいました。本当

に市長、そして議長の英断に心から感謝する

ものでございます。ありがとうございまし

た。

それでは、質問に入らせていただきます。

みさわ未来の野坂篤司が通告に従いまし

て、一般質問をさせていただきます。

このみさわ未来という会派は、市民の目線

で、開かれた議会と透明性のある政治を目指

し、よい政治、善政といいますが、善政政治

の勉強会を目標に会派を結成し、活動を続け

ております。

一例を紹介させていただきますと、１０月

２９日に国で行われました事業仕分けの研

修・視察をしてまいりました。

実に、大変勉強になりましたので、三沢市

の行政改革の取り組み、とりわけ、事業仕分

けについてどのような考え方があるのか質問

をさせていただきます。

昭和５８年に、当時の臨時行政改革推進審

議会会長でありました土光敏夫氏は、このよ

うにある本に書いております。「現在の日本

は、国内の財政政策も十分でない。毎年非常

な赤字国債を出す。現在、国債は、既に１０

０兆円を超しているのであります。この問題

は未来に残してはいけない」、このように書

いているのでありますが、それから２５年経

過しております。その２５年経過した平成２

０年度末の国債残高は５３３兆円に膨らんで

いるのであります、国債でです。この金額

に、国や地方の長期債務残高を足しますと９

１１兆円、そして、間もなく１,０００兆円

になろうとしている現在なのであります。

このような状態で少しでも改善することを

目的にした構想日本というＮＰＯ法人が１９

９７年に設立され、財政改革の手法として、

事業仕分けを発案いたしました。

２００２年２月に岐阜県からスタートした

自治体の事業仕分けは、２０１０年１１月現

在、７７自治体で１０７回実施されているの

であります。

既に御案内のとおりですが、事業仕分けの

ルールとして、必ず五つの項目について行わ

なければならないのであります。

その一つ目として、公開の場で行う。これ

は、事業の実態を広く住民に知ってもらうこ

とと、公開による真剣な議論が生まれ、市民

の参加を促すことにつなげているのでありま

す。皆さんも御存じのとおり、テレビでも公

開の場でやっております。私もこの間、その

国の事業仕分けに、公開の場に行ってまいり

ました。

二つ目として、具体的な内容で判断する。

これは、一体何やっているのかと、要する

に、予算書に書いてあることがわかりづら

い。いわゆる行政用語がたくさん出てくる。

要するに、何をやっているの、どういうふう

にやっているのかということを市民にわかり

やすいように説明をする。

３番目として、現状を白紙にして考える。

これがなかったらどうなの、なくてもだれも

困らないのではないのとか、そういう部分

で、法律にあるからとか、法令や制度はひと

まず置いて、まず、要らないものは要らない

と、必要なものは必要だということを考え、

はたまた、同じ予算だったらこっちのほうが

いいでしょうというふうに、我々、皆さんで

考えていくと。いわゆる見直しをするという

ことであります。

４番目には、最終的にだれの仕事なのです

か。例えば、これは市の、三沢市でやらなく

てはならない仕事ですか、行政でなければで

きないのですか。よく公平とか、偏らないた

めに、民間では偏るのですかという話になり

ます。要するに、民間でも公平にできるので

すと。そして、民間の仕事か、はたまた、だ

れの仕事か、そういうあいまいな仕事を整理

し、きちっと仕分けるというのが４番目で
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す。

そして５番目です。外の目を入れる。部外

者、いわゆるよそ者、逆に言うと三沢市以外

の人、もしくは利害関係者でない人、担当者

でない人がそれを見ると、利害関係者でない

人だからこそ、平均的に公平に市民目線で判

断できることがあると。

このように５段階に分けて、わかりやすく

仕分けをする手法なのであります。

各自治体から、事業仕分けの実行により、

行政に対する住民の関心が高まり、市民の参

画意識が格段に芽生え、すべての面で自分た

ちのまちを自主的に考えられるようになった

と聞いております。

また、市の職員の皆さんも事業仕分けで各

事業を説明していることで、よりよく事業の

内容が理解でき、自信を持って事業を遂行で

きるようになったと聞いております。説明す

るということは、しっかり内容がわかってい

ないと説明できないのです。逆に言うと、説

明しているうちに、市長さんも来て、その職

員が説明していたら、なかなかこの人は説明

できない人だな、だめだなとわかってくるわ

けです。この人はなかなかしゃべられる、大

した内容をわかっているとなると、この人は

すごい人だなとなるわけです。こういう部分

でも市の職員もグレードアップされるという

ことなのです。

さて、我が愛する三沢市はどのようになっ

ているのでしょうか。多くの自治体の場合

は、市長が率先垂範してリーダーシップを発

揮することが事業仕分けの成功に欠かせない

条件になっておりますが、種市市長は、市民

を巻き込んだ三沢市の事業仕分けに対し、ど

のような考え方をお持ちなのか、また、今後

の取り組みについてどのような考え方を持っ

ているのか、伺います。

次に、教育問題について質問させていただ

きます。

教育基本法の第１条、教育の目的。この教

育の目的に、次のように書かれております。

教育は、人格の完成を目指し、平和で民主

的な国家及び社会の形成者として必要な資質

を備えた心身ともに健康な国民の育成を期し

て行わなければならない。このように書いて

おります。

この条文を見ますと、学校の成績がよくな

るようにとか、一流大学に入るようにとかは

書かれておりません。専ら、人格の形成で

す。つまり、人間として、社会に役立つよう

な人間性を育てることを目的としています。

社会で一番大切な学問は人間学だと私は

思っております。この人間学をだれから学ぶ

のでしょうか。それは、聖人や偉人、先人、

先輩の成功例から大人になった人は学ぶので

すが、幼少な子供、小さな子供は、一番身近

な両親から学ぶのであります。生まれた子供

は親からすべてを学ぶ、よいことも、悪いこ

とも、昔から、育てたように子は育つ、そう

いう言葉もあります。

私は、こんな言葉も好きです。子供の心配

をするよりも、子供に心配されない親になり

ましょう。全くそのとおりであります。その

ことからいうと、親に似ない子はいないので

あります。だから、一説には、いじめの問題

は、いじめる子供も、いじめられる子供も親

に原因があると言われております。ある方の

評論であります。

しかし、現代は、いじめよりもさらに最悪

な、幼児虐待の事件が大きく報道される世の

中になりました。この世に生を受けた純真無

垢な子供が一番信頼し、一番愛している自分

の親が自分を虐待する。子供にとって信じら

れない地獄のような精神状態です。考えられ

ないのであります。

ある新聞にこのように書いております。４

歳の男児は、義理の父に、お仕置きと称し

て、体より小さな衣装ケースに閉じ込められ

た。熱中症で死亡していた。口に靴下を詰め

られ、悲鳴を上げることすらできなかった。

この事件は、子供の遺体を野菜冷蔵庫に２年

近く入れ、幼児虐待の罪で逮捕された事件で

あります。奥さんも何も言わなかったそうで

す。
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いじめも虐待も共通しているのは、ここが

大事なのです。父親が余りにも人間的に未熟

であることだと私は思っております。地震・

雷・火事・おやじという言葉がありました。

これは、世の中の怖いものの例え話で、昔の

おやじ、父親は、それくらい存在感があると

ともに、家庭に関する大黒柱として命がけで

家族を守る使命感と責任感があったと思いま

す。父親は、家庭では世帯主です。

つまり、会社でいう社長です。社長とは、

社長はどんなことがあっても、その会社で起

こることはすべて社長の責任です。会社の社

員教育も、社長教育を優先し、社長が勉強し

てから社員を教育しなければなりません。社

員の心配をするよりも、社員に心配されない

社長になりましょう。これも同じです。

しかし、現実は、人生で一番大事な子育て

の教育やＰＴＡ等の勉強会にお母さんたちの

出席が８割から９割を占めています。父親は

一家の柱として、人間的に、人格的に家族か

ら尊敬される存在でなければなりません。

先日、仕事に学び、人に学ぶ、夢実現推進

事業が小中学校を対象に開催され、生徒の評

判はよかったと聞いておりますが、しかし、

私が思うには、教育委員会の仕事は、直接、

子供の教育をすることも大切ですが、親の人

間性を高めることも大切な、基本的なことだ

と思うのであります。

今こそ教育委員会の仕事の一つとして、父

親がＰＴＡの勉強会やＰＴＡの活動に積極的

に参画できるような環境づくりに取り組むべ

きだと思います。

家庭の中心であり、責任者である父親の教

育に、教育委員会として関心が薄いのではな

いかと危惧しているのであります。お母さん

方の負担軽減を図る意味からも、おやじの会

等の組織を自主的に設立するような指導をす

べきではないかと思います。三沢市内にもお

やじの会等の組織を自主的に開催している学

校もあると聞いております。

三沢市教育委員会として、家庭教育のかな

めである父親の教育環境づくりについてどの

ように考えているか、伺います。

私は、常日ごろ親親教室などもずっとやっ

てまいりました。やっぱりいろいろな意味で

親がしっかりしないと、いろいろな部分に出

てくると思います。ぜひ親の教育、父親の教

育を考えていただきたいと思います。

以上で、私の質問を終わらせていただきま

す。

○議長（馬場騎一君） ただいまの１２番野

坂篤司議員の質問に対する当局の答弁を求め

ます。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの野坂議員

さんの御質問のうち、行政改革問題について

は私から、その他については教育長からお答

えをさせますので、御了承願いたいと思いま

す。

現在、当市では、三沢市総合振興計画前期

基本計画に基づいて行政評価を実施しており

ます。

今年度は、前期基本計画に示されている施

策と実施計画に掲げられた事務事業を対象と

して、職員が行う内部評価と、学識経験者や

公募市民で構成する三沢市行政改革推進委員

会が行う外部評価の２段階で実施したところ

であります。

事務事業の内部評価では、事業の必要性、

有効性、効率性を基準として評価し、外部評

価では、その内部評価を踏まえて、行政改革

推進委員が評価対象とする事務事業等を選定

し、担当課に対するヒアリングを実施してお

り、これら一連の外部評価作業は、透明性を

図る観点から、市民に公開で行っているとこ

ろであります。

この外部評価によって、事業仕分けと同様

に、個々の事業について、廃止や見直し、あ

るいは拡大などの御意見が示されております

が、これらの御意見は、行政経営会議におい

て対応を決定し、翌年度の予算等に反映する

とともに、評価結果につきましては、市役所

情報公開コーナー、ホームページで公開をし

ているわけであります。
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このように、現在実施している行政評価

は、事務事業の検証を図るという点において

も、透明性を図るという点においても、事業

仕分けと同様の意義を持つものと認識してお

りますが、この行政評価の方法や、あるいは

公開につきましては、さらなる改善を図りな

がら、より多くの市民の皆様に関心を持って

いただく中で、協働のまちづくりにつなげて

まいりたいと考えております。

私からは、以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 教育問題について

の御質問にお答えいたします。

少子化や核家族化に伴う子育ての孤立化、

児童虐待と、家族をめぐる問題が複雑・深刻

化しております。

家族は、社会の最小単位であり、一般的に

は、父親の存在は子供の成長において非常に

重要な役割を担っていると言われておりま

す。

また、父親には、次代を担う子供たちの健

全育成のため、家庭や学校生活の場において

も、一緒に手を携えていく姿勢が求められて

おります。

教育委員会においては、保護者向けの講座

として、小学生、中学生の保護者を対象とす

る家庭教育学級を実施しているほか、家庭教

育支援基盤形成事業の子育て・親育ちの講座

として、父親の家庭教育参加促進講座等を実

施し、家庭教育に関する研修機会の提供を進

めるとともに、ＰＴＡ活動の支援を行ってお

ります。

また、市長部局においても男女共同参画社

会推進事業において、父親向け講座を開催す

るなど、父親に対する教育支援を全庁的に展

開しております。

一方、ＰＴＡにおいては、堀口中学校、岡

三沢小学校において、父親の会として、いわ

ゆるおやじの会を立ち上げ、積極的にＰＴＡ

や学校活動にかかわりを持つ父親の参加が見

られます。

しかしながら、親の研修の場に参加してく

ださる保護者、特に、父親の参加者はまだ少

数であり、より一層の周知を図る必要がある

と認識しております。

教育委員会としましては、学校やＰＴＡと

連携し、今後も参観日や集会など多くの保護

者が集まる機会を通して、保護者が研修でき

る機会を提供し、家庭における父親のあり

方、親のあり方の心得を意識する大切さの啓

蒙を図ってまいりたいと思っております。

また、平成２３年度、国において、社会教

育事業の改編が行われる予定となっているこ

とから、新たな事業の中で、家庭教育への支

援及び父親参加型の講座などの研修機会の提

供、事業内容の拡充を進めてまいりたいと考

えております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） １２番。

○１２番（野坂篤司君） 再質問させていた

だきます。

先ほど市長の答弁では、行政改革推進委員

会とか外部評価とか、いろいろやっているか

らいいのではないかということでありました

が、私はある本を読みますと、法律というの

は何でできたかというと、王様がいまして、

王様が好きなことをやってしまうので、王様

を制限するために法律ができたということを

聞いております。

これは、どこの世界でもそうですが、会社

の社長でも、権限の持っている人、いわゆる

社長が一番法律を犯すのです。そういう部分

からすると、私は、今、三沢市でやられてい

るところが、確かに頑張っていると思いま

す。外部評価だとか、いろいろなことをやっ

ておりますけれども、この事業評価の一番い

いところが、私たちは毎日鏡を見るわけです

が、鏡に何が映るかといいますと、自分の顔

が映るわけです。子育てもそうなのですが、

何の場面もそうですが、鏡は何のためにある

かというと、自分の心を見るためにあるわけ

ですが、子育ての場面も、会社もそうなので

すが、自分の顔に墨がついているのに、鏡の

顔の墨をとろうとしていると、これは絶対と
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れないわけであります。

そういうことからすると、この事業評価、

事業仕分けの場面でも、一番私は大事にした

のは５番目で、外の目を入れる。いわゆる構

想日本というところが、今やっております

が、いろいろあると思うのですが、ここはボ

ランティアでやっているそうですが、これは

全国の市を対象にしていますから、どのレベ

ルかすぐわかるのです。自分たちだけでやっ

ているとなかなか、まあいいでしょうという

話になるかもしれません。

それから、公開の場で行うと言いますけれ

ども、先ほども公開だと言ったのですが、テ

レビ、新聞もしくはマックテレビなどでもき

ちっとやって、いついつやりますと、今回は

これこれにやりますと。実は、構想日本の話

を聞きますと、３カ月にわたっていろいろな

ことを調べて、今回はこの部分をやっていき

ましょう。それを全部知らせて、それから来

るのだそうです。みんなで話をして、公開の

場という部分が大変大事であります。

ですから、私は冒頭で申し上げたとおり、

市長がやると決めるのと、うーんと、二の足

を踏むのとでは全然違ってくるわけです。市

長が、よし、こういったことをオープンにや

ろうというふうに決断すると、そして、構想

日本なるものを入れて、ボランティアで、こ

の本にも書いてあるように、交通費と日当だ

けあればいいということでありました。

そういう部分をきちっとやることによっ

て、私はこの一番大事なところは、市民の参

画がかなり促されると。自分たちが自分たち

のまちをつくろうという考え方になるという

ことが非常に大事なので、ぜひもう一度市長

から、こういったものに関して取り組む姿勢

があるのかどうか、これをお願いしたいと思

います。

次に、教育問題でありますが、私が質問を

したのは、父親のいろいろな会もあります。

私も出たことがあります。でも、来ないので

す。

ということは、会社とか仕事場に、例えば

いついつ、何回かに、地区別に分けるとか、

父親の参画できるような環境づくりを私は言

いました。その環境づくり、いろいろな講座

があっても来なければ何もならないわけであ

ります。その環境づくりをどういうふうに

やっていくのか。

今この答えに関しては、環境づくりには何

もなかったような気がします。ぜひ会社と

か、いろいろな部分で、お父さんの仕事場に

行きながらも、いついつ、年に１回でもいい

ですから、この日だけは参加していただきた

いというぐらいの環境づくりをしていくべき

ではないかと思いますので、そのことについ

てお答えをいただきたいと思います。

○議長（馬場騎一君） 答弁願います。

市長。

○市長（種市一正君） 再質問にお答えをい

たしたいと思います。

もっともっと云々ということだろうと思い

ますが、私としては、最大やっているなと、

そんな思いでおります。何百という項目を、

いわゆる外部の皆さんから一つずつ評価をし

ているということについては、さらに公開を

しているわけでありますから、私としては、

これ以上のことはないだろうなという感じは

思っておりますが、ただ、申し上げたよう

に、その手法等については、まだ工夫するこ

とがあれば、検討してまいりたいと、こんな

思いであります。

と申しますのは、先ほど申し上げた、いわ

ゆる外部、市外からの登用もどうかという話

でございましたが、ただ、懸念されること

は、これは見解の相違だと思いますけれど

も、やはり国と地方自治はちょっと違うと思

うのです。やっぱり地方自治は、みずからの

直接関係ある事項でありますので、外部から

来た人が三沢市の実態をどの程度把握するか

という懸念もあるわけでありますので、その

ことについては、よほど慎重に検討しなけれ

ばならない、そんな思いであります。

いずれにしましても、そういう外部評価な

り、あるいは公開の場についても、いろいろ
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と検討して、工夫することがあれば考えてま

いりたい。

以上であります。

○議長（馬場騎一君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 再質問にお答えし

ます。

ＰＴＡにおける父親の活動内容、父親の参

加環境についてお答えいたします。

現在、開催している各研修講座等を見てみ

ますと、議員さんお話しのとおり、母親の参

加が大半でございます。

委員会といたしましても、例えば、おやじ

の会のない学校、今２校ですけれども、そう

いうふうなものを含めて、父親の活動の参加

促進について、今、考えているところでござ

いました。

この点について、はっきり言えることは、

我々はＴＰＯと言っているのですけれども、

タイム、いつ、プレイス、どこで、それから

オブジェクト、どんな目的でと、ここら辺の

ところをしっかり我々が精査をいたしまし

て、そして、企画をしていく。

先ほど答弁でもお話しいたしましたけれど

も、国の事業も今、学校・地域・家庭と、そ

れぞれが役割と責任を自覚し、いい子供を育

てていきましょうという文言が一つ大きく追

加されております。

こういうようなことからも、この問題につ

いては、三沢市のみならず、先ほど言いまし

た、いつ、どこで、どういうような目的で、

ぜひ参加していただきたいという企画を練っ

ていきたいと考えております。

いましばらく検討し、提示をしたいと思っ

ております。新年度の国の新事業の大きな骨

子でもありますので、検討し、事業を精査し

てみたいと思っております。

以上でございます。

○議長（馬場騎一君） 以上で、１２番野坂

篤司議員の質問を終わります。

この際、午後１時１０分まで休憩します。

午後 ０時０６分 休憩

────────────────

午後 １時１０分 再開

○議長（馬場騎一君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

ここで、議長を交代します。

○副議長（小比類巻雅彦君） 議長を交代し

ました。

それでは、一般質問に移ります。

７番天間勝則議員の登壇を願います。

○７番（天間勝則君） ７番、みさわ未来、

天間勝則、通告に基づいて質問させていただ

きます。

その前に、議長のお許しをいただいて、一

言申し上げたいと思います。

このたび、みさわ未来で、マニフェスト大

賞を受賞いたしました。去る１１月５日、六

本木ヒルズにおいて、グランプリの発表と表

彰式に行ってまいりました。これは、マニ

フェスト大賞実行委員会が主催し、毎日新聞

が共催して、委員長は、青森県市議会研修会

の講師も務められました北川正恭さんがやっ

ておりまして、残念ながらグランプリは逃し

ましたが、大賞を受賞してまいりました。

今後、三沢のためにまた一生懸命頑張って

まいりたいと思っておりますので、皆さんの

御協力のほどよろしくお願い申し上げます。

それでは、最初の質問であります。

道路整備の中の交通安全確保についてであ

ります。

何年か前から、春日台から３０メーター道

路に向けて高架橋が整備、建築されておりま

す。この高架橋について、建設の是非で大分

論争があったようでありますが、現在、着々

と工事が行われております。いつできるかわ

かりませんが、平成２５年ごろだと聞いてお

ります。

しかし、三沢七戸線の既存の道路の整備が

されておりません。高架橋が完成しますと、

交通量が多くなるのは必然であり、よって、

近隣住民は今以上に交通事故の危険にさらさ

れるわけであります。この高架橋の整備は、

既存の道路の安全確保と一体でなければなら

ないと思うわけであります。早期に道路拡
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張、歩道の整備を県に要望すべきだと思うわ

けであります。

特に、春日台－金矢区間は道路が狭く、坂

道の上、急カーブになっており、大変危険な

区間になっている現状です。大型トラック同

士はどのような運行をしているのでしょう

か。当市としても、このような状況を県に説

明し、ぜひ交通の安全確保を実現していかな

ければならないと思うわけでありますが、当

局の考えを伺います。

続きまして、フィフティー・フィフティー

事業についてであります。

地球温暖化対策基本法案がことし３月に閣

議決定されております。その中で、我が国は

２０２０年までに、１９９０年比で温室効果

ガス２５％削減することを明らかにしたとこ

ろであります。

また、長期的観点から、２０５０年までに

８０％削減することも明らかにしているとこ

ろであります。

この目標を達成するためには、あらゆる政

策を総動員することが必要であるということ

であります。この目標を達成するための責務

は、国、地方公共団体、国民にあるというこ

とであります。それぞれの責務の施策はさま

ざまあるかと思います。

例えば、国においては、原子力にかかわる

施策、エネルギーの使用の合理化の促進、交

通にかかわる施策、革新的な技術の開発の促

進とあるわけでありますが、まずは、私たち

国民一人一人の環境問題に対する意識改革に

あると思うわけであります。

環境問題は民生、学校は教育の垣根をと

り、環境問題に対する教育及び学習の振興が

大事だと思うわけであります。

そこで、私は、フィフティー・フィフ

ティー事業の推進が大きな役割を果たすので

はないかと考えるわけであります。

この事業は、小中学校を対象に、節約でき

た光熱水費の半分を学校に還元する事業で、

環境教育、省エネ教育の充実が図られ、広く

市民に対しても地球温暖化対策への啓発効果

が期待される事業として全国的に注目されて

いる事業であります。

３月議会に太田議員もこのことに触れてお

りますが、その後どのように進んでいるで

しょうか。予算についても、２１年度予算、

小中学校の燃料費、光熱水費、合わせて８,

０００万円に対し、２１年度は７,８００万

円程度が経費として使われております。２２

年度予算は７,６００万円でありますが、こ

れは、小学校が１校閉校したことによる削減

だと思いますが、いずれにしても、経費節約

を考えるのであれば、このフィフティー・

フィフティー事業を取り入れ、各学校に目標

を持たせ、節約した分を還元し、各学校の自

由な財源として有効に使っていただくこと

が、地球温暖化防止、環境教育の充実、環境

意識の向上、経費節減等、大きな期待ができ

るのではないでしょうか。

環境教育を挙げてみても、本来であれば、

家庭のしつけであり、経費節約にあったわけ

であります。親が子供にストーブ、電気は消

しなさい、水は出し放しにしないなど、口う

るさく言っていたわけであります。環境教育

で、逆に子供が親に注意を促し、そのことが

地域に拡大していくことが望ましいわけであ

ります。

先般、今、話題の事業仕分けを見てまいり

ました。地球温暖化対策であります。環境省

は太陽熱を担当している。また、太陽光は経

済産業省が担当している。そこで、仕分け人

から、環境省が太陽光も担当してください、

必要であれば、予算も環境省から出してくだ

さいとのことです。

国でもこのようなことがあるわけでありま

す。これからは、役所感覚ではなく、もっと

合理的に物事をとらえ、考えていくべきだと

思います。

今回で言いますと、環境問題は民生、学校

教育は教育委員会でありますが、もっと合理

的に横のつながりを密にして取り組んでいた

だきたいと思います。

このことを踏まえ、質問させていただきま
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す。

昨今、環境問題が大きく取りざたされてお

ります。特に、ＣＯ２の削減の問題です。こ

のＣＯ２と経費削減を考えたときに、各学校

に目標を持っていただき、それぞれの学校で

環境問題を考え、教育の場から発信し、波及

していくことが重要だと考えます。

また、節約できた半分を還元することで、

各学校としても有効に予算化でき、目標意識

が高まると考えますが、当局の考えを伺いま

す。

質問は、以上２点であります。答弁よろし

くお願いいたします。

○副議長（小比類巻雅彦君） ただいまの７

番天間勝則議員の質問に対する当局の答弁を

求めます。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの天間議員

さんの御質問のうち、道路整備については私

から、その他については教育長からお答えを

いたしますので、御了承願いたいと存じま

す。

県道三沢七戸線は、当市と七戸町を結ぶ主

要地方道として、青森県が管理しているわけ

であります。当市の行政区域にかかわる延長

は、三沢駅前から六戸町との行政界までの約

１,９００メートルとなっているわけであり

ます。

そのうち、古間木２丁目のファミリー

ショップ古田商店付近から六戸までの９００

メートルは、歩道が設置されない状況であり

ます。この歩道の未整備区間を含めまして、

平成８年に総延長３,７７０メートル、計画

幅員１６メートルの都市計画道路３・４・３

中央町金矢線が都市計画決定されており、現

在、千代田町１丁目のニュー坂本付近から古

間木小学校入り口付近までの１,５６４メー

トルについては、高架橋あるいはトンネルな

どの工事が進められております。

また、歩道未整備の約９００メートル区間

のうち、ファミリーショップ古田商店付近か

ら西側約１９５メートルについては、現在、

県によります交通安全事業として、歩道整備

及び交差点改良事業等が実施されておりまし

て、用地買収及び補償交渉が行われておりま

す。

当市といたしましては、歩道がなく、車道

幅員も十分でないこの地域の交通安全を確保

するために、県に対して、残る区間の早期事

業化を強く要望してまいりたいと考えており

ます。

私からは、以上でございます。

○副議長（小比類巻雅彦君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 次に、教育環境問

題のフィフティー・フィフティー事業につい

てお答えいたします。

この件につきましては、５月３１日に市内

小中学校に対して、ＣＯ２削減と経費削減に

ついてどのように取り組んでいるのか調査を

実施いたしました。

その結果、市内小中学校では、児童生徒の

環境問題への意識を高め、日々の活動の推進

を図ることを目的として、ＣＯ２削減、経費

削減のために次のような対応をしています。

全校集会での講話及び児童生徒活動の一環と

して、ＣＯ２削減、経費削減の呼びかけ、学

級担任による学級活動での周知徹底、保健委

員の活動として、流し台の掃除、歯磨き、手

洗い時の節水の呼びかけ、男子トイレの流水

時間、流水量の調整、教室の移動時の消灯の

実行、晴天時の窓側電気の消灯、コピーは１

０枚まで、１０枚以上は印刷機の使用、両面

印刷の奨励、放課後はできるだけ職員室で仕

事をする、資源ごみの分別の実施などでござ

います。

まだほかにもございますが、細かな取り組

みに努力し、対応していることは、このこと

からも御理解いただけるものと思います。

さらに、事業の意図は理解できるが、暖房

機・照明器具の性能、児童生徒一人一人に渡

す補助教材プリント印刷用紙の使用頻度

等々、教員の仕事のバランスを考えたとき、

削減分から還元される割合に期待できないと

いう意見もございました。
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このような調査結果を踏まえ、教育委員会

としましては、市内小中学校では、既に

ＣＯ２削減と経費削減に細かな取り組みが十

分実施されていると認識しており、今後もこ

の取り組みを強く推進することとしておりま

す。

このことから、改めてフィフティー・フィ

フティー事業として実施する考えはございま

せんので、御理解を賜りたいと存じます。

以上でございます。

○副議長（小比類巻雅彦君） ７番。

○７番（天間勝則君） それでは、再質問を

させていただきます。

交通安全確保については、あと７００メー

トルちょっと残るということでありますけれ

ども、ぜひ安全のために早期に着工できます

ように、要望のほうよろしくお願いいたしま

す。

それでは、フィフティー・フィフティーの

事業について、今やる必要はないというふう

な即答で、答えられたわけでありますけれど

も、それは、各学校のアンケートによるもの

というふうなことだと思います。

いろいろとそういった意味で、ＣＯ２の削

減、経費削減にはさまざまな形で取り組んで

いるというのはよくわかりました。

しかしながら、そういったことだけで、

やっているというだけで、本当に目的意識を

持てるのか、何のために、幾らで、どこまで

の目標というのは私は立たないと思うので

す。やはりそういった目標を持つことによっ

て、数字ではっきりとここまで削減されたと

いう部分というのは出てくると思うのです。

したがって、これをやってどこまで削減す

ると、削減したと、これだけ伸びたというこ

とに御認識を得るのか。

その辺を、例えば現時点で、昨年度比で

８,０００万円の予算に対して、７,８００万

円経費として使われていると。今年度は７,

６００万円。７,６００万円がどこまで、こ

れは実質、経費としてどのぐらい使うのかま

だわからないのですが、その辺のバランスと

いうのはどのように考えているのか。

やはり、フィフティー・フィフティーをや

ることによって、はっきりと目標があって、

例えば７,６００万円を７,５００万円にした

と、その半分という部分が還元されるわけで

すから、はっきりしているわけです。

そうすると、そこまでいかなくても、１０

０万円でも節減すると、学校に５０万円、ま

たこちらのほうに５０万円ということになっ

て、目標がはっきりするわけです。その目標

というものに対してはどのような考えなの

か、ちょっとお伺いしたいと思います。

○副議長（小比類巻雅彦君） 答弁願いま

す。

教育長。

○教育長（吉田 健君） 再質問にお答えい

たします。

光熱水費の予算に対する学校での消費とい

うことでございますが、平成２０年度の光熱

水費は、小中合計で５,３４８万７,６４２円

であります。それに対して、当初予算は、光

熱水費、小学校３,０００万円、中学校２,３

００万円でございます。平成２１年度も当初

予算、同額でございまして、実際の学校での

使用が、小中合計で５,１５４万２,４２４円

でございます。今年度は、昨年度並みに今現

在推移しております。

ですので、そのような観点から、先ほどの

回答となりました。

以上でございます。

○副議長（小比類巻雅彦君） ７番。

○７番（天間勝則君） 再々質問をさせてい

ただきます。

今の答弁だと全く、私が質問しているのと

わからないわけで、どのぐらいが、目標がな

い中に、削減すればいいのかというものを立

ててやらないと、学校側でもその目標という

のはわからないと思うのです。そういうこと

でお伺いしたのですが、何でフィフティー・フィ

フティーがいいのかと、そういう目的意識が

はっきりするということで言いましたし、昨

年並みに推移しているということであれば、
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全く削減されていない、そのままということ

にも受けとめられるわけでありますから、そ

の辺がもっとはっきりしないと、私は、ただ

やっています、水も電気もしっかり節約する

ようにやっていますと言っても、なかなか、

やっていますだけの話であって、結果がどう

なのかというのは全然見えてこない。

そういうようなことでお伺いしたわけであ

りますので、ぜひその辺の考えをきちっとし

ないと、何のためにフィフティー・フィフ

ティーを推進しているのかという部分という

のはわからないと思うのです。目標というの

は、どの辺を目標にしているのか。

お願いします。

○副議長（小比類巻雅彦君） 答弁願いま

す。

教育長。

○教育長（吉田 健君） 再々質問にお答え

いたします。

フィフティー・フィフティー事業の質問が

出ましてから、昨年度、各学校に対し、細目

にわたって金額を提示してあります。例えば

電気使用、水道・下水道使用料、ガス使用料

と、さまざまな観点、学校ごとにすべて学校

に提示いたしまして、そして、教職員に周知

徹底を図った上で、児童生徒に啓蒙活動を周

知するようにと。学校訪問もいたしました。

学校をごらんになっていただければ一目瞭

然かと思いますが、例えば手洗い場の横にポ

スターで、きちんと使い方、例えばトイレに

行きますと、節水の仕方、使用の仕方、さま

ざま非常に努力を今、願っております。

個々にどれだけ削減がなっているかという

データも今現在ございますが、平成２１年度

では、当初、５,３００万円の当初予算の予

定でございましたけれども、１９４万５,２

１８円、これだけ一応削減がなされていると

いうことでございます。

学校では、私ども３度ほど、春、そして

夏、先般と学校訪問しましたけれども、この

点について、十二分に校長等にも周知徹底を

し、また、見て、大変よくやっているなとい

う見解でございます。

以上でございます。

○副議長（小比類巻雅彦君） 以上で、７番

天間勝則議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

１１番春日洋子議員の登壇を願います。

○１１番（春日洋子君） １１番、公明党の

春日洋子でございます。通告の順に質問して

まいります。

はじめに、本市の農業を元気にするための

施策についてお伺いします。

農林水産省が１１月２６日に公表した２０

１０年農林業センサス概数値によりますと、

青森県の農業就業人口は８万４９６人で、２

００５年の前回調査より１万５,６７０人減

少し、減少率は１６.３％と、１９９０年以

降で最も高い結果となっています。

また、農業就業者の平均年齢は６２.６歳

で、２.３歳上昇と、高齢や後継者不足によ

る離農者がふえた一方で、一経営体当たりの

耕地面積が増加するなど、農地の集約化によ

る経営規模の拡大が進んでいることがわかり

ました。

日本全体に目を向けてみますと、この５年

間で日本の農業人口は７５万人も減少し、平

均年齢も２０００年の６１.１歳から、この

１０年間で４.７歳上昇して、平均６５.８歳

と、高齢化に歯どめがかかりません。

このように、農業は、高齢化や担い手の減

少による生産力の低下、産地間競争の激化に

よる価格の低迷など多くの課題に直面してい

ますが、現政権が１０月２９日に国会に提出

した補正予算案には、米価下落への対策も盛

り込まれておらず、農家に余りにも冷たい予

算案となっています。

公明党は、日本の農業を元気にするため

に、今後５年間で数万人規模の新規就農を促

す国家的プロジェクトを提案してまいりまし

た。

都会では、自然の中で働きたい若者や定年

退職したら農業をしたいという中高年も多い

と言われますが、農地や設備がなく、収入が
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得られるか心配というのが現状です。

そこで、例えば、農業生産を共同化し、規

模を拡大する集落営農を推進し、さらに法人

化すれば多くの人が就農できるようにもなり

ます。

また、農業を始めたい人への研修や支援を

行う制度を拡充することによって、日本の農

業は着実に元気になるものと考えています。

そこで、厳しい現状が山積している農業が

魅力あるものとなっていくよう、本市におい

てはどのような支援をしているのか、お伺い

します。

次に、本市の物産を生かした商品開発につ

いてお伺いします。

本県のＢ級グルメとして、八戸せんべい

汁、黒石つゆやきそば、十和田バラ焼き、大

湊海軍コロッケ、青森生姜味噌おでん、味噌

カレー牛乳ラーメンなどが挙げられていると

ころですが、晴天に恵まれた１１月１４日に

アメリカ村広場で開催された三沢地産地消

フェアには多くの来場者が詰めかけ、黒石つ

ゆやきそば、大湊海軍コロッケも出店されて

おり、長蛇の列ができるほどの大盛況ぶりで

した。

また、昨日、１２月１日から三沢市特産の

ホッキ貝漁が解禁となり、３年目となるほっ

き丼事業も前年に増して創意工夫され、三沢

ほっき丼を売り込むためにスタンプラリーの

商品数を充実してスタートしたとのことで

す。

さらには、このたび、本市の特産野菜であ

るゴボウを使用した農産物加工品として、ご

ぼう茶を試作されたとのことであり、試飲さ

せいただきました。

ほっき丼の売り込みとともに、年間を通し

て提供できる商品の開発は、地域の活性化と

ともに、イベント開催時等の誘客にも寄与す

るものと考えますが、本市の物産を生かした

商品開発についてはどのように取り組んでい

るのかをお伺いします。

続いて、新成人との意見交換会の開催につ

いてお伺いします。

厳しい社会情勢の中をたくましく生き抜い

ていかなければならない若い世代が魅力を感

じる三沢市とはどんなまちでしょうか。

新時代を担う若者の雇用環境が深刻な状況

に陥っていることは周知のとおりですが、文

部科学省と厚労省が１１月１６日に発表した

来春卒業予定の大学生の１０月１日時点の就

職内定率は、男子５９.５％、女子５５.３％

と過去最低を記録しており、一方で、パー

ト、アルバイトなどの非正規労働者は、全雇

用者の３分の１に達し、若者の非正規率の増

加は、低所得や生活の不安定化によって非行

や少子化をもたらしています。

今、国も地方も雇用対策に全力を挙げてい

かなければならないと痛感するものです。若

い世代が三沢を愛し、どんな夢や希望を持っ

ているのか、その意見や思いを直接聞くこと

は、みんなで創るまちづくりのための一環と

して有意義なものとなると考えますことか

ら、市長と新成人の代表との意見交換会の開

催を検討していただきたく、お伺いします。

最後に、教育問題の１点目であります。

市内小中学校における読書活動の現状につ

いて、また、今後の活動計画についてをお伺

いします。

読書は、想像力や考える力などを培い、他

人を思いやる心など、豊かな人間性をはぐく

む源泉です。

去る１０月２７日は、文字・活字文化の

日、国民が本や新聞などの活字に親しみやす

い環境をつくることを目的として、５年前に

制定された文字・活字文化振興法で定められ

たものです。

さらに、本年は、２００８年の国会決議

で、全会一致で採択された国民読書年でもあ

ります。

日本においては、本離れ、活字離れが指摘

されてから久しいですが、本に親しむ環境づ

くりは着実に進んでいます。

文科省の社会教育調査によれば、全国の図

書館は、１９９６年度以降一貫してふえ続

け、２００８年１０月１日現在では３,００
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０施設を超えています。

また、学校での朝の１０分間読書運動や家

庭や地域における読み聞かせ運動、さらに

は、赤ちゃんの健診時などに絵本をプレゼン

トするブックスタート運動も全国各地で定着

してきています。

特に、朝の読書を実施している学校は全国

の７割を超え、小・中・高の合計では２万

６,７３２校に上っていると言われています

が、本市においての読書活動はどのような現

状でしょうか。

また、今後の活動計画についてもお伺いし

ます。

次に、２点目であります。デイジー教科書

の活用についてお伺いします。

発達障害などがある児童生徒の中には、教

科書の文章を読み飛ばしてしまう、どこを読

んでいるのかわからなくなるなど、読むこと

が困難な子供たちがいると言われます。この

ような子供たちを支援する手段として注目さ

れているのがデイジー教科書です。

デイジー教科書は、パソコンなどを活用し

て、通常の教科書の文章を音声で再生した上

で、対応する文章を色で強調、さらに、文字

の大きさを変えるなどの工夫を施すことで、

そうした子供たちに教科書の内容の理解を促

す効果があります。

２００８年６月に教科書バリアフリー法が

成立したことを機に、デイジー教科書は、同

年９月より、日本障害者リハビリテーション

協会が、それを必要とする児童生徒に広く提

供しています。

主に自宅での予習・復習などに活用されて

いますが、同協会には、利用者の保護者など

から、読むことへの抵抗感が減った、内容の

理解が進んだ、学習意欲が増したなど、好評

の声が数多く寄せられ、学習理解を向上させ

る効果が明らかになっています。

本市におきましても、デイジー教科書の活

用を検討していただきたく、お伺いします。

最後に、３点目であります。小中学校のト

イレの改修について、その計画をお伺いしま

す。

一番成長の著しい９年間を同じ学校で過ご

す子供たちにとって、トイレは、機能の面だ

けでなく、心の問題にもかかわっていく大切

な場所です。５Ｋ、いわゆる暗い、臭い、汚

い、怖い、壊れていると呼ばれた学校トイレ

も、近年、全国の中には、急速に改善が進

み、明るく快適な空間へと生まれ変わってき

ている学校がふえています。

特に、初めて学校生活をスタートさせる１

年生にとって、トイレはハードルの高いもの

であってはならないと思いますし、子供にト

イレを我慢させることは健康面でも悪影響を

もたらしかねません。

本市においては、これまで洋式トイレの設

置はしていただきましたが、さらに改修が必

要と思われる小中学校がありますことから、

今後、計画的にトイレの改修を実施していた

だきたく、お伺いします。

以上で、私の質問を終わります。御答弁を

よろしくお願いいたします。

○副議長（小比類巻雅彦君） ただいまの１

１番春日洋子議員の質問に対する当局の答弁

を求めます。

市長。

○市長（種市一正君） ただいまの春日議員

さんの御質問のうち、まちづくり問題につい

ては私から、その他については担当部長等か

らお答えをさせますので、御了承願いたいと

思います。

当市では、市民一人一人の個人の尊重と、

住民自治を基調に、それぞれが持つ豊かで多

様な知識と経験を生かしたまちづくりを推進

することで、温もりのある地域社会と多様な

文化を築き、市民が主体となって、まさに

「みんなで創る にぎわいのある三沢市」を

目指しているところであります。

このようなことから、若い世代が持つ新鮮

な息吹や自由な創造性をまちの魅力の向上に

つなげていくことは、極めて重要なことであ

ると考え、これまでも青年会議所や農業青年

会議との懇談会等に出席し、将来の三沢市に
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対する思いについての貴重な御意見をいただ

いたところであります。

御質問の新成人との意見交換会の開催につ

いてでありますが、私もこれまで３回の成人

式に出席いたしましたが、成人式での代表者

の言葉の中で、家族への感謝の気持ちや仲間

への感謝など、人を思う心、成人として責任

の重さを語り、いずれは、ふるさとのために

頑張りたいという力強い話をしていたのが印

象に残っております。お会いした皆様からの

意気込みがひしひしと伝わり、頼もしく思え

たところでもあります。

このような新成人の方々と当市の将来につ

いて夢を語り合うことは大変重要なことだと

思っておりますので、ぜひ新成人との意見交

換会は実施したいと考えております。

私からは、以上であります。

○副議長（小比類巻雅彦君） 経済部長。

○経済部長（米田光一郎君） 農業問題の本

市の農業を元気にするための施策についてお

答えいたします。

現在、我が国の農業は、食料自給率の低

迷、農業所得、農業者や農地の減少、農村の

活力低下等、大変厳しい状況にあります。

国は、この状況を踏まえ、本年３月に、新

たな食料・農業・農村基本計画を策定いたし

ました。

その中で、生産工程管理による食料の安定

供給の確保に関する施策、戸別所得補償制度

導入等の農業の持続的な発展に関する施策、

農業・農村の６次産業化の推進等の農村の振

興に関する施策などを基本とした農業の再生

に向け取り組みを実施しておりますが、その

一つとして、本年から戸別所得補償モデル事

業を実施したところであります。

一方、当市におきましては、戸別所得補償

モデル事業の実施による水田農業の経営安定

の推進はもとより、野菜等生産力強化対策事

業等の実施により、農家に対し、農業機械の

導入を行うなど、作付面積の拡大や作業の効

率化などを図り、農業経営の改善を支援して

おります。

また、ニンジン作付面積の拡大、施設の老

朽化等による処理能力不足の解消、高品質化

を図るため、ＪＡおいらせのニンジン洗浄選

別施設の新設事業を今年度新たに進め、農家

の所得向上を目指しております。

さらに、当市農業の課題となっている不耕

作地解消対策として、県営北三沢地区経営体

育成基盤整備事業による圃場整備の大区画化

や適正な水管理が行える生産性の高い圃場整

備、約１００ヘクタールを実施することとし

ております。

さらには、この整備事業を実りあるものに

するため、生産面においては、北三沢地区の

担い手農家を中心とした農業生産法人の設立

や、地域の活性化においては、北三沢地区コ

ミュニティー活性化協議会を立ち上げ、地産

地消の推進、観光資源の活用など、地域の農

業後継者が農業とともに住み続けていける元

気のある地域づくりを進めているところであ

ります。

今後におきましても、国内外の厳しい農業

情勢の変化に柔軟に対応し、地域農業の課題

の解決や農業経営の安定、農業所得の向上を

図るべく、生産基盤の整備などを中心とした

農業施策を展開してまいりたいと考えており

ます。

次に、御質問の２点目、経済問題について

お答えいたします。

当市の特産品につきましては、まず、料理

の分野では、元祖バラ焼きのお店を初め、空

揚げチーズロール、駅そばなどが従来から人

気を集めております。最近では、三沢ほっき

丼、バラ焼きドック、エアフォースバー

ガー、三沢市パイカ鍋など新名物料理、ある

いは、その候補が登場しているところであり

ます。

農水産加工品の分野では、農家の女性グ

ループ三沢あじさいの会がごぼうチップスを

開発し、道の駅みさわなどで販売しておりま

す。また、三沢商業高校生徒が長いもアイ

ス、ごぼうアイスの生産・販売事業を行って

おります。
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さらに、最近では、市役所において、ゴボ

ウの皮を使用した三沢ごぼう茶を企画・試作

し、現在、三沢あじさいの会に対し、当面の

製造・販売を検討いただいているところでご

ざいます。

当市には、ナガイモ、ニンニクをはじめ、

豚や鶏、イカやホッキ貝など、全国に誇れる

農畜産物や水産物があることから、これらを

活用した商品開発等に積極的に挑戦したいと

考えております。

さまざま新商品が全国にあふれている現状

を考えれば、開発された商品が商業ベースに

乗る、すなわち、投資や諸経費を超える収益

を生み出し続けることは厳しい道のりである

とは思います。

しかし、県の産業技術センター、農産物加

工研究所など、特産品開発の専門家の指導も

いただきながら、情報等を鋭意収集して、事

業化を検討する市民の皆様とともに取り組ん

でまいりたいと考えております。

○副議長（小比類巻雅彦君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 教育問題の１点目

の読書活動についてお答えいたします。

新学習指導要領においても、児童生徒の主

体的・意欲的な学習活動や読書活動を充実す

ることを掲げ、児童生徒の思考力・判断力・

表現力等をはぐくむ観点から、読書を通して

言語に対する関心や理解を深め、言語に関す

る能力向上に必要な言語活動の充実を図るこ

とが求められています。

このことを受け、各学校におきましては、

言語活動の充実の一つとして、これまでも読

書活動の推進を図ってきたところでありま

す。

具体的な取り組みとしましては、小学校に

おいては、図書ボランティアによる読み聞か

せ、図書館図書のデータベース化、図書館の

整備作業、図書の貸し出し、また、家庭との

連携による音読の習慣化や、市内読書団体連

絡協議会との連携による読書活動の充実等で

ございます。

中学校においては、生徒会、図書委員会を

中心とした新刊図書の紹介、読書推進などの

読書活動や生徒の希望図書に基づいた図書購

入などがあります。

また、ことしの国民読書年の関連といたし

ましては、市立図書館実施の事業といたしま

して、地下倉庫を開放する図書館探検ツアー

や、絵本作家を講師に招いての読書推進講演

会、また、資料提示企画、みんなに勧めたい

私の一冊などであり、その他あらゆる機会に

国民読書年を掲げ、読書推進に努めてきたと

ころでございます。

今後は、教育委員会の推進事業の一つとし

て、三沢市内小中学校の先進的な取り組みも

含め、学校の事例を参考にしながら年間読書

目標ページの設定、必読図書の設定、家庭学

習に位置づけた読書音読活動などを各学校に

周知し、実施することで、一層の読書活動の

充実が図れるようにしてまいりたいと考えて

います。

また、学校だけではなく、家庭・地域全体

で読書を推進していく必要があることから、

一つ目として、学校から家庭や地域へ読書教

育の重要性や読書活動についての情報発信。

二つ目として、市立図書館と学校との連携を

深め、支援活動や職場体験活動、図書館見

学、学校図書館の環境整備への支援。三つ目

として、三沢市読書団体連絡協議会との連携

強化。四つ目として、来年度の市立図書館新

規事業として、貸し出し冊数制限の撤廃によ

る貸し出し要件の拡大などを実施し、今後と

も学校、諸関係機関との連携・協力を深め、

子供たちの豊かな心の育成や言語能力の充実

に努めてまいりたいと考えております。

次に、教育問題のうち、２点目のデイジー

教科書の活用についてお答えいたします。

平成２０年９月に、障害のある児童及び生

徒のための教科用特定図書等の普及の促進等

に関する法律が施行され、平成２１年９月よ

り財団法人日本障害者リハビリテーション協

会が、通常の教科書と同様のテキストと画像

を使用したデジタル化対応をすることによ

り、デイジー教科書の提供を始めたところで
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ございます。平成２１年１２月現在、軽度発

達障害の中の読みに困難を持つ児童生徒の読

書支援として、全国で約３００人に活用され

ているところでありますが、現在、三沢市内

の小中学校では活用されてはおりません。

デイジー教科書は、教科書無償給付の対象

となっていないことに加え、その制作は、教

科ごと、学年ごと、教科書会社ごとに行うた

め、多大な時間と費用を要するにもかかわら

ず、ボランティア団体頼みであるため、必要

とする児童生徒の希望に十分対応していない

状況にあります。

しかしながら、デイジー教科書は、一つ目

として、これまでの児童生徒本人だけの配付

から指導する教員にも配付可能になったこ

と。二つ目として、在学学年よりも下の学年

のデイジー教科書が必要とする場合も配付が

可能になったこと。三つ目として、何よりも

読むことに障害のある児童生徒にとっては、

教育効果のある教科書であること。このよう

なことから、教育委員会としましても、市内

各小中学校に対し、デイジー教科書について

の周知を図っていくとともに、活用が必要な

児童生徒については支援をしてまいりたいと

考えております。

次に、教育問題の第３点目、トイレの改修

計画についてお答えいたします。

今までにおきましては、洋式トイレが設置

されていない学校へは年次計画にて対応して

きたところであり、現在、市内小中学校のト

イレ洋式化率は約３０％であり、したがいま

して、洋式トイレが全くない学校はございま

せん。

しかしながら、建築年度の古い学校ほど洋

式化率が悪い状況にあることも事実でござい

ます。建築年度の古い学校においては、配管

が劣化してきているところもあり、トイレの

便器交換だけではなく、全面改修も考慮しな

ければならない学校もございます。

今後におきましては、全校のトイレ改修は

もちろんでございますが、特に、建築年度の

古い学校に対し、配管工事等を含めたトイレ

改修にどのような経費等の対応が必要なの

か、施設調査を実施し、さらに、市内全小中

学校それぞれの現在の洋式トイレ設置数を考

慮しながら、計画的に洋式への改修工事を進

めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

○副議長（小比類巻雅彦君） １１番。

○１１番（春日洋子君） 先ほど市長より、

新成人との意見交換会の開催について御答弁

いただきまして、大変ありがたく思います。

私は、この開催に当たりましては、これま

で女性模擬議会ですとか、子供議会等も開催

していただきましたけれども、やはり事前の

準備、ある程度シナリオがあっての当日を迎

えてのことにこれまではなったかと思います

けれども、新成人との意見交換会は、ぜひそ

ういう垣根なしに、自由闊達な中での意見交

換会の内容でありますようにということを願

うものです。

また、単発ではなく、継続して開催をして

いただければありがたいというふうに思いま

すので、要望とさせていただきます。

再質問は、農業問題、経済問題、教育問題

の中でさせていただきたいと思いますけれど

も、経済部長よりさまざま、市としての支

援、また、国の施策等、細かい分野での取り

組みをされているということは理解をいたし

ましたけれども、私は、生産者が苦労して作

物をつくり、出荷をする。さまざまな方法

で、それを売り上げいたしますけれども、実

は、むつ市の取り組みがすばらしいなという

ふうに思いました。

むつ市では、２００７年度から「むつ市の

うまいは日本一」という大々的なスローガン

を掲げまして、地元産品の地産地消や、ま

た、販売促進に取り組んでいるということな

のですね。そして、さまざまなフェアなどの

開催の中で、大勢の市民が足を運び、またさ

らにすばらしいなと思いますのは、県外にむ

つ市の地元産品を一流ホテルや大手量販店、

また、首都圏のアンテナショップなどに、む

つ市産品の取引が拡大をしているということ
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なのです。ですから、地元での消費だけでは

なく、県外にもそのような販路が拡充してい

るということがすばらしいなというふうに思

いました。

むつ市の市民の皆様も、地元にこれだけす

ばらしいものがあるということは、実はこの

取り組みの前までは理解していないという市

民の方が大勢いらっしゃったそうなのですけ

れども、市がこのような取り組みをして、私

たちが住んでいるむつ市にもこんなにいいも

のがあるのだということを再認識したもので

あるということの新聞記事がありました。

ぜひ私は、農業に携わる方たちの苦労が報

われる、ここに今までのにプラス販路を拡充

ということの取り組みが重要ではないかとい

うふうに思っております。消費者と生産者の

顔が見える、具体的に言いますと、今ある道

の駅等の、もっとよりよい、今までも努力を

されて精いっぱいというところもあるかもし

れませんけれども、ぜひまた、こういう取り

組みも参考にしながら、これまで運営されて

きた産直、道の駅等の中身の充実というもの

も取り上げていっていただければどうかなと

いうふうに思いますので、このことについて

お聞きしたいと思います。

商品開発についてなのですけれども、さま

ざまな、これから力を入れていくということ

もわかりましたけれども、私はこれから、今

さまざま出てきている商品をどのような戦略

で、具体的にどういう売り込みをしていく

か、そういうことをお考えになっているかと

いうことをお聞きしたいと思うのです。

経済部長が先ほど答弁の中でおっしゃって

おりましたけれども、専門家の知識等も活用

しながらとありましたけれども、ちょっと参

考に、函館市におきましては、それまで全く

見向きもされなかったがごめ昆布というもの

がありまして、地元にいる水産学博士が、こ

れまで捨てられていた、がごめ昆布に着眼し

まして、がごめキャラメルとか、多くの商品

を開発し、そして販売に至ったのですね。こ

れに伴って多くの雇用も生み出されました

し、経済効果も３０億円に上ったというお話

がございました。

ですから、関係者の方たちのこれまでの積

み重ねとともに、また新たな専門的な知識と

か、そういう情報も得ながら、またさらに開

発をやっていく方法がないのかということも

思いますので、この辺についての取り組むお

考えはどうなのかということをお聞きしたい

と思います。

教育問題なのですけれども、教育長、多く

の読書活動についてのすばらしい取り組みを

お聞きしましたけれども、１点だけ、私、数

年前に各学校を訪問させていただいたとき

に、読書活動を具体的にされているかどうか

ということをお聞きしたことがあるのです。

その中で、実施されている学校と、それか

ら、あらっと思うことがございまして、そう

いう読書に充てている時間よりも勉強に回し

たほうがいいという先生も実はいらっしゃっ

たのですね。

ですから、より多くの学校が全国的には実

施しているというものの、市内の小中学校、

現在の読書運動が具体的にされている学校が

何校で、そして、できていない学校があるか

どうかということも参考にお聞きしたいと思

うのです。

学校の読書運動にプラス、実は茨城県の大

子町では、家読、おうちで本を親子で読む、

家族で読むという取り組みも実は推進してお

りまして、ともに学校と家庭の中での取り組

み、学校現場から家庭に向けての発信という

ものはいかがでしょうか。

もう一つですけれども、子供司書を設置し

ている愛知県の阿久比町なのですけれども、

町立図書館に、必要課程の講座を受講した小

学４年生以上の希望者なのですけれども、そ

して、子供司書として町立図書館に配置され

るのですね。そして、子供自身が低学年の幼

い子たちに、４年生以上の児童が図書の検

索、また、貸し出しや返却、それから読み聞

かせなどを行って、子供同士で本を読む雰囲

気が盛り上がっているという、本と人を結ぶ
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役割を子供自身がしているというところもあ

りまして、これまでも努力をされて、また、

効果も上がっているかと思いますけれども、

また新たな視点で、こういう取り組みをされ

ているということを参考にして、市として取

り組めるものがあればお願いしたいというふ

うに考えるものですけれども。

以上について、お伺いしたいと思います。

○副議長（小比類巻雅彦君） 答弁願いま

す。

経済部長。

○経済部長（米田光一郎君） 再質問にお答

えいたします。

まず、１点目の農業を元気にする部分です

が、農業を元気にする視点からの産直施設の

活用、非常に新しい視点で、感動いたしてお

ります。ぜひ、むつの事例等を参考にして、

研究したいと思いますが、販路拡大について

は、今ある施設をできるだけ活用したいと

思っております。

現在の産直施設、三つございます。くれ馬

ぱーく、それから、まちの駅みさわ、三沢青

果市場、それぞれ農産物は、青果市場は６４

％の売り上げを占めておりますし、くれ馬

ぱーくは２３％、まちの駅みさわでは１８

％、これらが販路拡大となれば、農業も元気

になるだろうと考えます。ぜひともむつ等の

事例を参考にして、今後、研究したいと考え

ております。

次に、商品販売ですけれども、がごめ昆布

の取り組み、今知ったばかりでびっくりして

おります。ただ、三沢でもさまざま行ってお

ります。例えば漁港等で魚の神経を抜いて、

８時間以上鮮度を保つような取り組みを現在

取り組んでおりますので、そういうことに関

しまして、市でも積極的に行政の分野で応援

していきたいと。その結果、商品販売をでき

るだけ拡大していくような施策につなげたい

と考えております。

以上であります。

○副議長（小比類巻雅彦君） 教育長。

○教育長（吉田 健君） 再質問にお答えし

ます。

まず第１点目、各学校等における読書活動

の状況についてと。

読書教育については、まず、読み聞かせに

ついては、今現在、三沢市内で５校実施して

おります。古間木小学校、上久保小学校、木

崎野小学校、岡三沢小学校、それから中学校

１校でございます。

それから、朝読書については、小学校では

６校でございます。それから、中学校は、全

中学校でございます。

それから、その他の読書活動として、音読

の宿題を出している学校、６校ございます。

それから、図書委員会等で集会や給食時の

放送で新刊図書の紹介をしている学校、また

は、しおり等をつくって紹介している学校、

これは小学校全部でございます。中学校も、

これに加えて読書感想文等の活動を含めて、

全中学校が実施しております。

それから、長期休業中の国語科の課題とし

て、読書記録をつけさせるという取り組み

は、三沢三中で今実施しております。

それから、学校図書支援ボランティアに及

ぶ活動については、小学校、中学校とも全学

校において実施がなされております。

それから、２点目の家庭での読書の活動に

なると思いますけれども、これは実は、今、

小中一貫で、おおぞら小学校と第三中学校、

今、中身について、ソフトの面で検討してお

りますけれども、その中で、三中の校長先生

を筆頭にしたワーキンググループの先生方か

ら、ぜひ地域の図書室を整備したいと。そし

て、親子で同じ本を読んで、それを、親の感

想、そして子供の感想と、これは国語科にな

るか、図書委員会の活動になるかは、今、学

校に検討していただいていますけれども、こ

ういうような形で、今、先生がおっしゃった

ような中身については、充実していきたいな

と、こう思っております。

先ほどの現状とも重なるとは思いますが、

実際に、長期の休み中に図書の宿題を出す

と、読んできて感想文をというのは、これは



― 47 ―

学校の新聞等で、家庭への連絡等も周知の上

やっていますので、そういうような活動を拡

充していけば、今、先生がおっしゃったよう

な活動につながっていくのではないかと思い

ます。

新学習指導要領、来年度、小学校、再来年

度、中学校でございます。その目玉として、

やはり国語力が低下している。国語力の向上

にはどうしても読書という観点が非常に必要

であると、そういうような点からも非常に大

事な取り組みではないかと委員会では認識し

ております。

それから、図書館の司書です。本来であれ

ば、これは大人の方が、図書館司書がおりま

して指導するわけなのですけれども、これ

は、例えば情報教育、コンピューター等の操

作が、高校生が小学校に出向いて実際に操作

を教える、または中学校に出向いて教える、

そういうふうな事例もございますので、ま

ず、図書館の司書という仕事は何ぞやという

ところから入って、きちんと子供たちにも、

司書を務める役割をする子供たちにも、それ

をきちんと教えた上で、そして、低学年の生

徒に先輩として読書の大切さを教えるという

ような段を踏んだ取り組みになるのではない

かなと思っております。

大変、小・中・高または幼稚園、または保

育園の小学校との一貫、または小中一貫、中

高一貫と、一貫した教育の中で、読書という

形でこういうような取り組みは非常に大切な

取り組みと認識しております。また、委員会

としても勉強して、さらに高めていきたいな

と、こう思っております。

以上でございます。

○副議長（小比類巻雅彦君） １１番。

○１１番（春日洋子君） ありがとうござい

ました。

先ほど再質問で漏れた学校トイレについ

て、最後にお聞きしたいと思います。

トイレの改修につきまして、具体的に現場

を調査し、そして、予算がどのぐらいかかる

かということを検討して、そして、限られた

予算の中ではあるけれども、最善の方法で具

体的に着手をするということは、現段階では

まだお決まりではないでしょうか。最後にそ

のことをお聞きしたいと思います。お願いし

ます。

○副議長（小比類巻雅彦君） 答弁願いま

す。

教育長。

○教育長（吉田 健君） 再々質問にお答え

します。

学校のトイレの問題でございますが、今現

在でも改修については進行中でございます。

これからは、先ほども答弁の中でお話ししま

したけれども、施設の調査、これを実施して

いきたいなと。この調査に関しては、当初予

算に今のところお願いをする予定でおりま

す。その調査の上で、年次進めていきたい、

こういう計画でございます。

以上でございます。

○副議長（小比類巻雅彦君） 以上で、１１

番春日洋子議員の質問を終わります。

─────────────────

○副議長（小比類巻雅彦君） 本日は、これ

をもって散会いたします。

なお、明日も、引き続き一般質問を行いま

す。

午後 ２時２６分 散会


